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【発刊にあたつて】

このたび 、東灘 区発 足 40周 年 を記念 して 、東 灘 の 史

跡 や町名 の 由来 を 1冊 の本 として ま とめて 、発 刊 す る は

こび とな りま した。

ご承知 の とお り、神 戸深 江生活文化史料館 は 、深江・

本庄地 区の村史編集過程 で収集 され た多数 の資 料 を公 開

展示す るた め に、深江財産 区管理 会 によ り、昭 和 56年
2月 に創設 され た ものです。私達 の祖 先 が遺 して くれ た

貴重 な生活 の歴 史 をその まま展 示 し、訪れ る人 々 に なつ

か しさ とともに、膚 で身近 に歴 史 を感 じとる事 の で き る、

生 きた教材 を提 供 して い ます。 この史料館 を支 え るた め

に、研究 員 として活動 してお られ る望 月浩氏・ 道 谷 卓 氏

・ 望 月友 二氏 の ご協 力 によ り、「ザ・ ひが しなだ 一東 灘

の歴 史 の足跡 をた どる一 」 を刊行す る こ とがで きた わ け

です。

三 氏 は新進 気鋭 の郷土史家 として身近 な地 域 史 を精 力

的 に研究 、 また史料館 を運 営 され て い ます。史 料 館 で の

資料 の整理・ 常設 展示 や特 別展 の企画運 営 にあた りな が

ら、「 史料館 だ よ り」「 歴 史研究 手帖 」「 東灘 歴 史 ノー

ト」等 を発刊 し、同時 に、村史執筆 委 員 として 、 その民

俗 文化財部 会の執 筆 も してお られ るわ けです。 さ らに、

東灘文化 セ ン ター主催 の「 歴 史講座 」の講 師 と して も活
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躍 され 、現地 見学 会 を含 む わか りやす い歴 史 を市 民 に提

供 され て い ます。 その集大成 として、昨年好評 裡 に発刊

された『 日本 史 の 中の東灘 』 も道谷卓 氏 の著 作 に よ る も

のです。望 月浩氏 も「 西 岡本遺跡 発掘 調査 」に直接 加 わ

るな ど生 きた研究 もてが けてお られ ます。

この よ うに 日頃 よ り、神 戸深江生活文化 史料 館 を拠 点

として、東灘 を中心 と した地 域史研究 実績 を持 つ 三 氏 が

「 東灘 」につ いての詳細 な歴 史 の足跡 をた ど り、史 跡 や

町名 の紹介 。それ らの 由来 等 をわ か りやす くま とめ られ

る事 は まさ に当 を得 た もの といえ ま しよう。

この書物 が郷 土 に愛着 を抱 き、生活文化 や先 人 の遺 し

た貴 重 な歴 史 的遺 産 を大切 に後世 に伝 えて行 く心 が芽 生

え るきつかけ になる こ とを希望 してい ます。

そ して 、東灘 の歴 史 を知 り、身近 な史跡 め ぐ りに欠 か

せ ない座右 の書物 となる こ とを信 して止 み ませ ん。

1990年 4月

神戸深江生活文化史料館友 の会

会長  小鳴悦廊
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【数 字 で 見 る東 灘 】
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東 灘 略 史

東灘 旧五ケ町村の誕生 (『 日本史の中の東灘』P123よ り)
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1889(明治22)年 4月 1日 東灘旧五ケ町村の誕生

―は1889年以降の行政町村界、一は江戸時代以来の村境

〔西平野は1929(昭和 4)年に御影町に合併〕



【東 灘 略 史】

は じめに

東灘 区は神 戸市 の最 も東南 に位置 し、東西約 5 km、 南

北約 8 kmを 擁 す る区であ る。北 に六 甲の山 々が 、南 に は

大阪湾 が広 が る とい う地形 が夏 は涼 しく、冬 は おだ や か

であ る とい う気候 を作 り出 して いる。

先 史・古 代 の東灘

住吉東 ノ平 か ら先 土器時代 の石器 や本庄・ 北 青 木 。西

岡本遺跡 か らは縄 文時代 の遺物 が発見 され て い る。 原 始

時代か ら東灘 は南 向きの、水 も豊 かな生活 に適 した 場 所

であ つた と思 われ る。

弥生時代 にな る と水稲耕 作 が始 ま り、東灘 で も住 吉 町

か らもみあ とのつ いた土器 や保 久良神社 で石庖 丁 が 発 見

され るな ど農耕 生活 の跡 が うかがわれ る。又 、渦 ケ森・

森・ 生駒 。本 山か らはそれ ぞれ銅鐸 が、保 久良神 社 か ら

は銅支 が みつか り金属器 の使用 を示 して いる。

農耕 生活 の発展 は貧富 の差 を作 り出 し、小国 家 の成 立

を導 いた。 その中で成 長 した豪族 たちは 3世 紀 以来 、 自

らの権威 を誇示 せ んがた め大 きな古墳 をつ くる の で あ つ

た。東灘 でも処女塚 。東求女塚・ ヘボ ソ塚 な どの古 墳 が

築 かれた。

4世紀 の半 ばに は大和政権 が 日本 を統 一 し、 氏姓 制 度

をも とに豪族 を支配 して いつた。東灘 でも、大 和 連・ 雀
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部朝 臣・ 住吉朝 臣な どの豪族 の名 がみ られ 、先 ほ どの古

墳 も こう した豪族 の手 によるのであ ろ う。

7世 紀 にな る と大化改新 をへ て律令制 による 中央 集 権

的国家 を作 ろ うという動 きが活発 とな る。律令 制 に よれ

ば東灘 は摂 津 国菟原郡 に属 し葦原 (本 庄 、本 山東 部 、芦

屋 )。 佐 才 (魚 崎一帯 )・ 住吉 (本 山西部 、住 吉 )・ 覚

美 (御 影一帯 )の 各郷 に分 け られ た。律令 国家 は公 地 公

民制 に基 づ く班 田収授 法 を実施 したが、 この時 の土 地制

度 が碁盤 目状 に土地 を区切 つた条里制 であ る。深 江 を東

西 に流れ る高橋 川や御影 にあ る一 ノ坪 、篠 ノ坪 とい つた

地名 はその名残 である。

奈 良時代 には いる と律令制 も動揺 しは じめ、荘 国 が 出

現す るので あ る。法隆寺領 の水 田や 、平安 時代 に は山路

荘 の名 もみ られ る。

中世 の東灘

政治 の担 い手が貴族 か ら武士へ と変 わ り、そ の 中 で も

平家 が政権 を とつた。 その平家 と源 氏が古代 か ら中世 ヘ

の節 日とな った源平 の争乱 を戦 いこの東灘 もそ の舞 台 と

な つた。平 家物 語や源平盛衰記 な どの文学作 品 に は雀 の

松原・ 御 影 といつた地名 が登場 し、一 の谷 の戦 いで は源

範頼 が この辺 りに陣 を張 つた とい う。

鎌 倉か ら室 町時代へ の移行期 である南 北朝時 代 に は湊

川 の戦 いが行 なわれ、楠 木正成 が東灘 を通 つて湊 川 へ 向

か い、その戦 いで敗れた新 田義 貞 は処女塚 で足 利 軍 と一

戦 を交 えた。 その後将軍 とな った足利尊 氏 は内紛 で弟 直
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義 と観応 の優乱 をお こ し、両者 は打 出 。御 影浜 で戦 つた

。 このよ うな戦 乱 の中、 この地 方 の上豪 は平野 城 や 山路

城 を築 いて いる。

戦 乱 の中、農 民 たちの結東 も固 ま り郷 村 がで き、東灘

にも郡家・ 住吉・ 野寄・ 岡本・ 田辺・ 北畑・ 小路 。中野

・ 森・ 石屋・ 横屋・ 田中 。東 明 。御 影・ 魚崎 。西 青 木・

青木・ 深江 といつた村 々が戦 国時代 の末 にはで きあ が つ

た。

近世 の東灘

織 田信 長 のあ と天下 を統 一 した豊 臣秀吉 は検 地 を行 な

い、天正 の頃 には東灘 はほぼ全域 が豊 臣家 の直轄 地 とな

った。

豊 臣氏 が徳川幕府 に滅 ぼ され る と、幕府 は東灘 を天領

とせず、尼崎藩 に組 み入れ 、以後 、戸 田 。青 山 。松 平 と

いつた大名た ちが尼崎藩主 とな りこの東灘 を支配 した の

であ る。江 戸時代 には農村 であ つた東灘 も京 。大 坂 に通

じる街道 筋 のた め、産業 が発達 した。水車業・ 御 影石 の

切 り出 し・ 酒造 業 な どが盛 ん に行 なわれ た。 中 で も酒造

業 は灘 の生一本 と して全 国 に知 られた代表 的産 業 で あ つ

た。

この産 業 の発展 した東灘 に幕府 は注 目し、 1769年 に明

和六 年 の上 ケ地令 を出 し、東灘南 部 の主 だ つた村 々 を天

領 にす るのであ つた。

近 。現 代 の東灘
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幕府 が減 亡 し明治政府 にな る と、東灘 の 旧天領 の村 々

は兵庫 県 とな りその他 はその まま尼崎藩 が支配 した 。廃

藩 置県 で尼崎藩 は尼崎県 とな り、後 に兵庫 県 に吸 収 され

た。明治 7(1874)年 には神戸・ 大 阪間 に鉄道 が 開通 し

住吉駅 が開業 して いる。

明治 22(1889)年 、市制・ 町村制 が施行 され 、神 戸 市

及び東灘 区の前身 、御 影町 。住吉村・ 魚崎村 。本 庄 村・

本 山村 の東灘 旧五 か町村 が誕 生 した。

・ 御影 町 …郡 家村・ 御影村 。石 屋村・ 東 明村 が合 併

(西 平 野村 は 1875年 に灘 区の高羽 村 と合

併 し、 その後 1929年 に御影 町 と合 併 )

・ 住吉 村 … も とか ら非常 に大 きな村 のた め単 独 で一

行政村 を組 織 す る。

・ 魚崎村 …魚崎村・ 横 屋村 が合 併 。

(1914年 に町制 が施 行 され て魚崎 町 に )

。本庄村 …深 江村 。青木 村・ 西青木村 が合 併 し、 旧

荘 園名 にちなみ「本庄 」 と名付 け る。

・ 本 山村 …森・ 中野・ 小路・ 北畑・ 田辺 (旧 本 庄 )

の各村 と岡本・ 野寄・ 田中 (旧 山路 荘 )

が一体 とな り、「本庄 」 と「本 山 」 の頭

-11-



文字 を と り「本 山」 と名付 け る。

その後 、近 代化 に伴 う交通機 関 の発達 で東灘 は大 阪・

神 戸 の郊外住宅地 と して発展 して いつた。

昭和 13(1938)年 の阪神 大水害 、昭和 20(1945)年 の

大空襲 で大 きな損害 をこうむ つた東灘 も、町 の復 興 で戦

後 が始 まつた。

そんな 中、神 戸市 か らの合併誘致 が五 ケ町村 を走 り、

昭和 25(1950)年 4月 1日 、 まず御影・ 住吉・ 魚 崎 の三 ケ

町村 が神 戸市 に合 併 し、 ここに東灘 区が誕 生 した の で あ

る。そ して、半 年後 の10月 10日 に残 りの本庄 。本 山 の両

村 も合併 し、現在 の区域 にな った。

東灘 区の誕 生

街 の復興 で戦 後 の歴 史 が始 まつた五 ケ町村 も 、戦

後 まもな く神 戸市 との合 併 問題 が表面化 して 、 それ

ぞれの町村 で論 争が お こつた。

昭和 23(1948)年 、神 戸市 は五 ケ町村 に対 して正

式 に合 併 を 申 し入 れたが 、その後 、芦 屋市 も 同様 に

合併 を 申 し入れた。御 影 町 、魚崎町 は神 戸市 との合

併 に積極 的 であ り、戦 前 は富裕 で独立心 の強 か つた

住吉村 も合 併 を考 えは じめて いた。 しか し、神 戸市

との合併 によ り地域 の主体性 が無 くな る ことを心 配

した住 民 の 中に、五 ケ町村 が一緒 にな つて新 しい市

(甲 南市 ある いは灘市 )を つ くる という構 想 が 生 ま

れ 、一 時 は これ に芦屋市 も加 わ る様 子 を見せ 複 雑 化
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させた。

結局、昭和25(1950)年 4月 1日 、御影、魚崎、

住吉の三ケ町村が神戸市 と合併することにな つた。

ここに東灘 区が誕生 したのである。 ところが誕 生 し

た区の名称 につ いて論争がおこつた。三ケ町村 は こ

のあた りが本来「灘」の中央部 であることか ら、「

灘 区」にすべ きであると主張 したが、すでに神 戸市

は西隣 りに「神戸市灘 区」を持 つていることか ら問

題 となった。そ こで、この「灘 区」 を「西灘 区」 と

し、 こち らを「灘 区」にすべ きであるという意 見が

飛び出 しまた、「ホ灘 区」にせよ という意見 まで出

たのである。結局、神戸市長一任で決 まつた名前が

「灘 区」の東 ということか ら「東灘区」 .

残 る本庄、本山の両村でも住民投票や リコール運

動 の末、1950年 10月 10日 、神戸市 と合併 し、現在 の

東灘 区の区域が出来上がったのである。

こう した街 に現 在 、約 19万 人 の人 々が生活 を し、未

来 へ の町 づ く りを進 めなが ら、新 しい時代 に飛 躍 しよ う

と して いる。

(道 谷 卓 )
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御 影 の 史 跡 と町 名

旧御影町町章

この町章 は昭和 4年 に制 定 され た もので、古 歌 に歌 わ

れた「御影 の松 」 にちな み、松葉 三本 を組合 せ た 。



【御影の史跡】

①  処女塚古墳 (御 影塚 町 2丁 目)

南 向きの全長 70れ の前 方後方墳 。古墳時代前 期 に築 か

れた。昭和 54(1979)年 度 か らの史跡処女塚 古 墳 整 備事

業で発掘 調査 が行 なわれ 、墳 丘斜面 の葺石 の存 在 や 、前

方後 円形 と考 え られ て いた墳形 が前 方後 方 であ る可 能性

が強 くな つた こと、な どが わか つた。 この古墳 に は 、芦

屋 の美 しいひ と りの娘 をめ ぐつて、立派 な若者 2人 が争

ぃ、やが て 3人 とも死 ん で しまう悲 しい伝説 が あ る。 ま

た 「太平記 」 には、小 山田太郎高家 の処 女塚 の上 の戦 い

ぶ りがの つて いる。小 山田高家 は、従軍 中 に付 近 の農 家

の麦 を刈 り取 つた ため に、軍 法 で死刑 を宣せ られ た 。 し

か し、義 貞が高家 の陣 を見 る と軍備 は整 つて い るず食 料

の貯 えがな いように見 えた。そ こで「武将 に兵糧 の不 自

由 をさせ た の は私 の責任 だ 」 と麦 の代金 を畑 の持 ち主 に

支払 つた。 そ して、麦 を高 家 に渡 した。 この こ とが あ つ

てか ら高家 は、深 く恩義 を感 じ、処 女塚 の奮戦 につ な が

った といわれ て いる。

②  東明八幡神社 (御 影塚 町 2丁 目)

旧東 明村 の氏神 。祭神 は応神 天皇 。東 明の地 名 は、神

功皇后 の大 臣武 内宿爾 が ここか ら遠 目に見なが ら魚 崎 の

造船 の指 図 を したた め遠 目と呼び 、それが東明 にな つた

といわれ て いる。 また朝鮮遠征 の帰 り、 ここまで きた と
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きに夜が 明けて東 の空が 自みは じめたの で東 明 の名 が つ

いた といわれ て いる。なお、境 内に「武 内の松 」と呼 ばれ

る、武 内宿蒲 が植 えた といわれ て いる松 の株 が あ る。

③  菅公船繋 ぎの松 (御 影石町 2丁 目)

昌泰 4(901)年 菅原道真 が大宰府へ 向か う途 中 に、船

を繋 いだ松 だ といわれ て いる。現在 は綱敷 天神 の お旅 所

にな って いる。

④  浜街道 の名残 (御 影本町 6・ 8丁 目)

西 国街道 は、京都 か ら西へ 向か つて い くと芦 屋 の打 出

あた りで 2本 に分 かれ る。北側 の道 は、ほぼ国道 2号 線

沿 いに通 り、南側 の道 は43号 線 沿 いに通 り、生 田神 社 の

浜 街 道 の 名 残
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南側付近 で合 流す る。 2号 線 の西 国街道 は大名 の参 勤 交

代 の通 る道 であつた。江戸時代 の中頃 にその名 が つ いた

といわれ る43号 線沿 いの街道 は浜街道 と呼 ばれ た 。 庶 民

の通 る道 と してバ イパ スの役 目を果 た してきた 。

③  西方寺 (御 影本町 6丁 目)

浜街道沿 いにある浄土真宗本願寺 末 の寺 。本 尊 は阿弥

陀如来 。境 内 には有名 で あ つた「御 影 の松 」を歌 つた歌 碑

が ある。

「世 にあ らば又帰 りこむ津 の国 の御影 の松 よ面 か は り

す な」 藤 原基俊

「よみ置 き し松 の ことはのち りうせずふ たたび 千 代 の

か けぞ栄 えむ」 藤 原正房

⑥  住吉 ス テー シ ヨンの碑 (御 影 本町 1丁 目)

明治 14(1882)年 6月 に嘉納治良平・ 豊 田為 介 に よ つ

て建 て られ た道標 。表面 に、「従 是住吉 ステ ー シ ヨン迄

九丁 四十五 間」 と刻 まれ て いる。明治 の初 め、鉄 道 が計

画 された とき、 当初 は浜辺 を通 る予定 で あ つた が 、酒 造

家 に「汽車 の出す ゴヘ ラ (煙 )で 酒が くさる」 と反対 さ

れ、.山 麓部 に変更 した。 しか し、そ こには何本 も の天 丼

川が形成 されて いたた め に、川底 トンネル を掘 らな けれ

ばな らなか つた。 そ こで、外 国人技 師たちが難 工 事 の指

導 を した。 トンネルが掘 られ 、鉄道 が大阪― 神 戸 間 に開

通 した のは、明治 7(1874)年 の こ とで ある。
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⑦  御影標柱 (御 影本町 4丁 目 )

大正 2(1913)年 に建 て られ た。 この御影 の標 柱 は、

他 の村 にあ る道路元標 と違 い、 明治 40年 代 か ら大 正 3・

4年 頃 までの間 に兵庫 県 によつて建 て られ た も の。神 戸

・ 尼崎 。西宮 。神 埼へ の距離 が刻 まれ て いる。

③  沢 の井 (御 影本町 4丁 目)

この沢 の井 で神功 皇后 が 、化粧 のた め姿 を映 した た め

に御 影 の地名 が 出た といわれ て いる。また、後醍 醐 天皇 に

村人 が この沢 の井 の水 を使 つてお酒 を献上 した と ころ 、

た いへん喜 ばれ て、それか ら献上 した村人 は、 「嘉 納 」

の姓 を名 の りは じめた と伝 え られ て いる。 この沢 の井 の

南 あた りに、棋殻 (カ ラ タチ )の 垣 で囲 まれ た “棋 殻 御

沢 の井
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という ところに神功 皇 后が住 んで いた といわ れ て い

なお、阪神御 影駅 の北側 には、 この沢 の井 のモ ニ ュ

トがつ くられ て いる。

③  西国橋 (御 影石町 3丁 目)

西国街道 は、元 々山陽道 といい、平安 時代 に は京 の都

と九州大宰 府 を結ぶ幹線 道路 であ つた。江戸時 代 に西 国

と畿 内 を結ぶ交通路 と して栄 え、西 国街道 の名 で親 しま

れて きた。その名 が この西 国橋 に残 つて いる。

①  徳 川道起 点 (御 影石 町 3丁 目)

徳川道 は、慶応 3(1867)年 に兵庫 開港 に際 して 、外 国

人 と 日本 人 の接触 を進 けるため、西国街道 のバ イパ ス と

してつ くられた。全 長約 34札 で、御 影― 柚谷一 摩 耶 山一

小部一 藍 那― 白川一 高塚 山一 大蔵谷 とつ なが つて いた 。

しか しほ とん ど利 用 され る こ とな く、翌年 1月 に は、 三

宮 で神 戸事件 (備 前藩士 が外 国人 を刺傷 した事 件 )が お

こつて いる。 (こ の事件 で切腹 した滝善 三郎 の基 が東 灘

区森 の墓地 にあ つた。 )徳 川道 は、同年 8月 、廃 道 にな

った。

①  御影 公会堂 (御 影石 町 2丁 目)

昭 和 8(1933)年 に 自鶴 酒造 の嘉納治 兵衛 の寄 付 金 に

よつて、武庫郡御 影町 の公 会堂 と して建 て られ た 。昭 和

20(1945)年 の空襲 で被害 を受 け、昭和 25(1950)年 御

影町 が神 戸市編入後 、市 の手 で改修 され 、昭和 28(1953)
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年 に再 開 した。

②  ―里塚橋 (御 影 中町 7丁 目 )

西 国街道冶 いの一里塚 があ った ところ。江戸時 代 に は、

街 道 の一里 ご とに一里塚 が築 かれ て いた。 この辺 りで は

芦屋 の津知・ 脇 浜 につ くられ て いた とぃう。た ぃて いは

9奇 四方、高 さ 3奇 の塚 の上 に榎 の木 を植 えた も の で あ

つた。道 の両側 にあ るのが原 則 で あ った。

①  綱数 天満神社 (御 影 町石屋 )

旧石屋村 の氏神 。祭神 は菅原道 真 。大宰府 へ 向か う途

中で菅原道真 が 、 この地 に休息 を した とき、土 地 の豪 族

の山背 というものが石 の上 に綱 を敷 いて席 を設 け て も て

な した。後 に道真 が神 と して祀 られ るよ うにな ってか ら

綱敷 天満神社
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その子孫 の菅原善輝 が この地 に道真 を祀 り、故 事 に ちな

んで今 の社 名 に した と伝 え られ て いる。須磨 の綱 敷 天 神

にも これ と同 じよ うな伝説 が残 つて いる。

①  中勝寺 (御 影町郡 家 )

文安年 間 (1444～ 1449)に 創建 。浄 土宗知 恩 院 末 。 本 尊

は阿弥 陀如来 .永 正 2(1505)年 に平野秀満 が祖 先 の備

前守 忠勝 の菩提 寺 と し、平 野 山忠勝寺 と した。 そ の後 明

和 4(1767)年 に火 災 にあ い、再建 された とき に平 等 山

中勝 寺 と改称 した。

⑥  香雪美術館 の キ リシタ ン灯範 (御 影 町郡 家 )

戦 国時代 の大名 であ り、茶 人 でもあつた古 田織 部 の創

案 といわれ て いる。 その特徴 は、

・ 竿 の部分 が四角 であ る。

・ 台石 を ともな わず 、地面 に埋 め込 ん で いる。

・竿 の上 部 がふ くらみ、わず か に十字形 にな っ て いる。

・ 竿 の 中央下部 に、舟型 光背 に彫 りくば め、立 像 が陽

刻 され て いる。

・ ふ くらみの部分 に ローマ字 に近 い記号 が陰 刻 され て

いる。

③  弓弦 羽神社 (御 影 町郡 家 )

旧郡 家村 の氏神 で、祭神 は伊 弊持尊 。速玉 男尊・ 事 解

之 男尊 。社伝 に よる と、朝鮮 よ り帰 国 の神功 皇 后 に対 し

て、謀 反 を企 てた忍熊 王が この地 に軍 を置 いて戦 勝 を祈
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り、その背 山 に熊野権現 を勧請 した のが縁起 とされ る。

また 、神功皇后 が朝鮮 に向か う ときに東 明の北 方 の丘 陵

で、 弓矢 を試 しに射たので この名 がつ いた とも いわ れ て

いる。

O 平野城 (御 影 山手 )

南 北朝時代 に赤松範 資 の家 臣平野 氏の居城 で あ つた と

伝 え られ て いる。大手筋 。滝 が鼻 。城 ノ前 な どの地 名 が

城 のあつた こ とを しのばせ る。

①  深 田池公 園 (御 影 山手 1丁 目 )

今 は憩 いの場所 にな って いるが、元 々は近 くに あ つた

浅 田池・ 泥 田池 な どと共 に溜 め池 であ つた。平 野 城 の堀

の役 目も果 た して いた と思 われ る。深 田はフケ ダ =湿 地

帝 の地名 =か らきて いる と思 われ、泥 田池 の名 と共 に こ

の辺 りは湿地帯 であ つた と思 われ る。

③  旧御影 町役場 跡 (御 影本町 6丁 目)

現 在 の兵庫 県予防医学協 会 と浜御影保育所 の位 置 にあ

つた 旧御 影町役場 の建物 は、大正 13(1924)年 に落成 し

た、近世 ドイツ風 の鉄筋 コ ンク リー ト2階 建 の 堂 々た る

ものであ つた。合併後 は一 時 区役所 の本所 と御 影 出張 所

が置 かれた が、昭和 53(1978)年 にはその建物 も解 体 さ

れ 、今 で は「旧御 影町役場跡 」 という大 きな記 念碑 が あ

るだ けであ る。

(望 月 浩 )
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見行町名】

☆御影町御影 (み かげち ょうみか げ )

阪急 か ら 」 Rま での間で、榎 本 、上之 山、岸 本 、城 之

前 、篠坪 、滝 ケ鼻 、平野 の小字 があ る。 この御 影 町御 影

を中心 に東 の郡 家 、西 の西平野 、石屋 といつた と ころ は

東灘 区内でも唯一 、小字 名 の残 つて いる区域 で あ る。昭

和 51(1976)年 には阪急 よ り北 の深 田、池之上 、御 影 山

といつた地 区が分 かれ御 影 山手 とな った。城之 前 は御 影

山手 の御 影北小学校付近 にあ つた といわれ て いる 中世 の

平野城 のおもかげ を残 す地 名 である。 また 、滝 ケ 鼻 は竹

ノ花 とも書 かれ 、街道 な どか ら城館 をか くすた め に植 え

られた竹 藪 の名残 の地 名だ といわれ 、平野城 に関係 す る

地名 であ る。 また、その北 の平野 という地 名 は平 野 家 と

何 らかの関係 があ るのかも しれ な い。篠坪 (し のつ ば )

は四之坪 の こ とで、西平野 にあ る一之坪 ととも に条 里 制

遺構 の名残 であ る。なお、岸本 は昔 の住吉川 の流路 を示

す名残 だ という。

明治 22(1889)年 4月 、町村制施行 に伴 い、御 影 、石

屋 、東 明、郡 家 の四ケ村 が合併 して 「御 影町」 が誕 生 し

た。平安 時代 の『 和名抄 』 にある菟原郡八郷 の うち 「覚

美 (か が み )郷 」 は徳井 、石屋 、平野 、御 影 の地 域 にあ

た る とされ て いる。『 武庫郡 誌 』 には菟原郡 の豪 族 と し

て鏡作連 (か が みつ くりのむ ら じ)を あげてお り、 カ ガ

影御
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ミは古代 の職業的部民 「鏡 作部 」が ぃた こ とに よ るの で
はな いだ ろ うか。

「御影 」 という地名 のお こ りには いろ いろな伝 説 が残
され て ぃる。 よ く知 られ て いるもの と して は、 14代 仲
哀天皇 の皇后 、神功皇后 に まつわ る伝説 であ る。 これ は

皇后 が三韓 出兵 か らの帰 り、御影 の浜 に上陸 され そ こに

湧 く美 しい泉 (沢 の井 )に その御姿 を映 された こ とか ら

「御 影」 の名 がつ ぃた とされ るものであ る。 また 、本 住

吉神社 の神 影が現 れ る ところか ら、 この背後 の 山 に御 影
山の名 が付 いた といぅ話や 、 さ らには聖 徳太子 の母 后 が

難 波 で西 方 に向か って仏 を拝 まれ た ところ、 この地 の 山

越 しに阿弥 陀仏 のお姿 が現 れたの で御影 の名 が つ いた と

いう言 い伝 えもあ る。 しか し、 これ らはあ くまで も伝 説
の上 での話 であ り、 とうて ぃ事実 とは言 い難 い。

それ では、史実 の上 か らその 由来 を考 え る と ど うな る

のだ ろ うか。先 ほ ど述 べ た『 和名抄』 の 中の「 覚 美郷 」
によ る とす るのが一番妥 当であ ろ う。すなわち 、古 代 に

鏡 を作 る職 人集 団 (鏡 作部 )が 住 ん だ こ とか ら、 「鏡 =
覚美 」の名 がつ け られ 、そ こか ら鏡 に映 す姿 で あ る御 影
という名 に変化 して いった もの と思 われ る。

☆御影石 町 (み かげ い しまち )

旧石屋村 の うち 」 Rよ り南 の 区域 であ る。昭 和 43(19
68)年 、北 か ら御 影町石 屋字左 美 也、御 量 (4丁 目)、
旭詰 (3丁 目)、 公 方公 、喜寅 (2丁 目)、 辰 巳、磯 之
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辺 (1丁 目)が新 町名 「御 影石 町」 を名乗 つた 。 この町

名 は旧石屋村 の石 を とつて命名 されたものであ る。

1丁 目の石 屋川沿 いには、灘 の酒造 の本場 ら し く酒 蔵

が密集 して お り、波 か え しのあ る酒蔵や焼 羽 目板 の続 く

酒蔵 が 目をひ いて いる。冬 の仕込 みの頃 にな る と豊 潤 な

酒 の香 りが あた りを漂 い、道行 く人 を酔 わせ て くれ る。

☆御影 町石屋 (み かげち ようい しや )

旧石屋村 の うち 」Rよ り以北 の 区域 で ある。八 色 岡 (

や くさのおか )と 朝后 の字 名 を残 して いる。石 屋 の名 は

古代 の豪族石作連 (い しつ く りのむ らじ)の 一 族 が住 ん

で いた ことにちなむ といわれ て いる。八 色 岡 に菅 原 道 真

を祭 る、 旧石屋村 の氏神・ 綱敷 天満神社 が あ る。

ところで 、旧石 屋村 は江 戸時代 、石工 の村 と して盛 え

て ぃた。六 甲南麓 で採 れ る花 闇岩 は早 くか ら良 質 の石 材

と して切 り出 され てお り、全盛期 の江戸 中期 に は荒 神 山

な どに採石場 が開かれ 、 この石屋村 で加工 され 、御 影 の

浜か ら船積 み され全 国へ と渡 つて いつた。 ここか ら御 影

石 の名 が付 いた もので、御 影石 が採 れ るか らそ の地 に御

影 という地名 を付 けた ので はな い。石 の名 よ り、地 名 の

方が先 なのであ る。 この御 影石 も大正時代 にはセ メ ン ト

の進 出な どで衰 えて いつた 。

☆御影 町郡 家 (み か げち よう ぐん げ )
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郡 家 の北 にあ る弓弦羽 山 はも と竜神 岡 といわれ た祭祀

の場 であ る。阪急 か ら 」Rま での区域 には石 野 、大蔵 、

垣 ノ内、庄 田、庄 ノ元 、地蔵 元 、千本 田、上 山 田、下 山

田、堂 ノ裏 、堂 ノ前 、寺 ノ前 、村 田、馬 場添 、宮 ノ裏 と

いつた字 名 があ る。昭和 51(1976)年 に阪急 よ り北 側 の

部分 が御 影 山手 と して分 かれた。

馬場添 には、旧御 影村 、郡 家村 の氏神 で、伊 井冊 尊 、

速玉 男命 、事解 之 男命 を祭神 とす る弓弦羽神社 が あ り、

千本 田には平 野城主 、平野忠勝 ゆか りの 中勝 寺 が あ る。

村 田には農 村時代 の溜池 が あ ったが今 は埋 め られ て も う

な い。

郡 家 は古 くには「 こお りのみや け」 「 こぉ り」 とも読

み、大化改新 のあ と全 国 に設 け られた、律令 の 国・ 郡 。

里 という地 方制 の 中の郡 衛 (ぐ ん が 。郡 司 の役所 )の こ

とを さす 。 とすれ ば、律令時代 このあた りは摂 津 国 菟 原

郡 と呼ん でお り、菟原郡 の郡衛 が あ った場所 で はな いだ

ろ うか。な お、城之前 や大蔵 で行 なわれ た最近 の発掘 調

査 か らも、 それ を裏付 け る と思 われ るも のが出 て き て い

る。

☆御影 町西平野 (み かげち ょうに しひ らの )

阪急 と御 影町石 屋 には さまれた 区域 を さ し、大 原 、一

ノ坪 、伊 賀塚 、ケ ジメ、平野 、東松本 、西松 本 の小字 が

残 つて いる。昭和 51(1976)年 、阪急 よ り北 の天神 山 、

宮谷 山、大仏 ケ原 、後裏 、大谷 、寅新 田が御 影 山手 とな
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つた 。

御 影町郡 家 の北 にあ る弓弦羽 山のふ も との傾 斜 地 を墾

いた ところが平野 、その西 に開墾 された ところか ら西 平

野 という名 が付 いた という。

伊 賀塚 は江戸時代 の書物 に記載 のある伊 賀塚 古 墳 が あ

つた場所 で あ ろ う。一 ノ坪 は古代 、条里制 の遺 構 を示 す

地 名 である。

☆御影塚 町 (み かげつか まち )

昭和 42(1967)年 、御 影 町東 明字 那古浦 (1、 3丁 目 )

と字 乙女塚 (2、 4丁 目)が 新 町名 「御 影塚 町 」 を名 乗

った 。新 町名 は万葉歌 人 にも歌 われた処 女塚 に ち な ん で

いる。

処女塚 古墳 は南 向きの全 長 70奇 の前 方後 方墳 で あ る。

住吉宮町 と灘 区都 通 にあ る二つ の求女塚 が 、 この処 女 塚

をは さんで 向か いあ つて いる光景 は、あた りに さえ ぎ る

も ののな い古代 の海上 か ら見れ ば壮観 で あ つた だ ろ う。

幕 い寄 る血沼壮 士 (ち ぬ お とこ)と 菟原壮 士 (う な いお

とこ)の 二人 の男 を、 いずれ とも選 びかね て 自ら入 水 自

殺 した菟 原処女 (う な いお とめ )の 伝説 は女心 の優 しさ

や激 しさを物 語 り、万葉 の時代 か ら多 くの感懐 を生 ん で

きた。 これ ら三基 の古墳 は考 古学 的 にみて築造 年 代 にか

な りの差 が あ るた め、処女塚 に まつわ る伝説 をそ の ま ま

史実 とみるわ けには いかな い。古墳時代 に この あた りを

支配 して いた豪族 の墓 で はな いだ ろ うか。
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さて、 このあた りは江戸時代 、東 明村 (と うみ ょうむ

ら)と 呼 ばれ て いた。今 でも幼 稚 園、公 園 、郵 便 局 に そ

の名 を残 して いるが、その由来 につ いては諸説 が あ る。

まず 、東 明村 は中世 には徳井村 を中心 とす る徳 井荘 に属

してお り、徳井 あた りか らみて遠 くに見 え るた め 、遠 目

(と おめ )の 浜 と呼び 、それが転訛 したのだ とす る説 が

ある。 また、神功皇后 に まつわ る伝 説 もあ る。 魚 崎 で軍

船 を建造 した時 、神功皇后 の大 臣武内宿爾 が こ こか ら遠

目に見なが ら造船 の指 図 を したた め遠 日といい、 それ が

東 明 にな った とか、皇后 が朝鮮へ の出兵 か らの帰 り、軍

船 が ここまで来 た時 、夜 が明 けて東 の空 が 明る くな って

きた ので この名 がつ いた とぃぅ伝 説 もあ る。 さ らに は、

処女塚 の処女 (お とめ )が 訛 って トー メ とな った とも い

う。

☆御影浜 町 (み か げは ままち )

昭和 40(1965)年 に付 け られ た町名 で、も との御 影 町

御影字浜西 の一 部 と浜 中の一部 、 弓場 の一部 を含 む が 、

ほ とん どが公有水面 の埋立 て地 であ る。東 は住 吉 浜 町 に

接 し、北 は御 影大橋 で御影本町 と結 ばれ て いる。 東部 埋

立地第二工 区の西半分 にあた り、石 油化 学 、酒造 精 米エ

場 がな らぶ工 場地帯 であ る。

☆御影本 町・ 御影 中町 (み かげ ほん まち・ ―な か まち )
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JRか ら阪神 までが 中町 、阪神 か ら埋 立 て前 の海 岸線

までが本町 。

御影本町 は昭和 42(1967)年 、御影町御 影字 浜 東 の一

部 、上東 、 弓場 、上 弓場 、沢 の井 、浜西 の一部 、上 中、

上西 が一 つ の町 にな つた。

阪神御影駅 か ら南 へ下 る と一帯 が酒造 りの町 。 どこか

らともな く酒造 り唄が聞 こえて くるような気が す る。字

名 にあつた沢 の井 は御影 の地 名 の 由来 にちなむ も の で 、

阪神御影駅 の高架下 に今 でも清水 が湧 いて いる。伝 説 に

よれ ば、南 北朝時代 に この泉 の水 で酒 を醸 して 、後醍 醐

天皇 に献 上 した ところ、た いそ う嘉 ばれ て酒 を納 め られ

た。その時 か らあた りの酒造家 は嘉納 の姓 を名 乗 りは じ

めた とい う。 また、本町 6、 8丁 目には西 国街 道 の浜 街

道 の街並 みが残 る一 角が あ る。 この街並 みの中 ほ ど、影

松 山西 方寺 の境 内 に古来 か らの名勝 で多 くの文 学 作 品 に

も登場す る「御影 の松 」 の吉跡 が あ る。名松 は 明治 時 代

に枯 れて しまい、今 では二代 目の若 い松 が植 え られ て い

る。

阪神御影駅 の北側が御影 中町 。本町 と同時 に、御 影 町

御影字柳 、但 馬 日の一部 、 申新 田、一里塚 の一 部 、掛 田

の一部 が一 つ にな つた。御 影小学校 正 門前 に天 神 川 が流

れ て いるが、 この川 の校 地 北東 角 にかか る橋 が 「一 里塚

橋 」であ る。 この橋 のかか る東西 の道 が西国街 道 の本 街

道 で あ り、江戸時代 には大 名行列 が ここを往来 した 。御

影 中学校 西 門わ きの老松 はその頃 のおもかげ を残 す 並 木

の一 本だ という。
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☆御影 山手 (み かげや まで )

昭和 51(1976)年 、御 影町御影 、郡 家 、西平 野 、住 吉

町 九重 ケ坂 、鍋 島、灘 区土 山町 の各一部 が合併 して で き

た町名 であ る。 旧御影町 の区域 の うち、阪急 よ り北 の部

分 にあた り、高層住宅 団地 をは じめ多 くの住宅 が立 ち並

ぶ 、公園 の多 い住宅地域 であ る。

阪急御影駅 のす ぐ北 にあ る深 田池 は農 村時代 の溜 池 の

あ とで、現在 では緑 に囲 まれ た 自然 の美 しい公 園 にな っ

て いる。 また、室 町時代 には平野忠勝 の居城 、平 野 城 が

現在 の御 影北小学校 の辺 りを中心 にあ つた といわ れ て い

る。 この城 は城郭 を持 たず 、 自然地形 の高台 を利 用 した

砦 だ つた ら しい。なお、御 影町御影 にあ る城之 前 とい う

地名や 、御影 中学校 西 の大手筋 といった通 りの名 か ら平

野城 の面 影 が しのばれ る。

(道 谷 卓 )
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住 吉 の 史跡 と町名

旧住吉村村章

この村章 は昭和 12年 に制 定 され 、全 国公募 に よ るも の

で、ひ らか なの「す」 をも とに した。



【住 吉 の 史 跡 】

①  東求女塚古墳 (住 吉宮 町 1丁 目)

前 方部 を北西 に向けた、古墳時代前期 の前方 後 円墳 。

全長 80mの 古墳 であ つたが 、明治 37(1904)年 に阪神 電

鉄 の鉄道敷設 の上取 りで前 方部 は消滅 し、後 円部 は 、昭

和 30(1955)年 に削平 された 。明治 か ら大正 にか けて古 墳

の破壊 と共 に、遺物採集 も行 なわれ 、銅鏡・ 車輪 石・ 木

片な どが発見 され て いる。 また 、昭和 57(1982)年 に発

掘調査 され 、土師器・ 須 恵器 な ども 出上 して い る。

②  本住吉神社 (住 吉宮町 7丁 目 )

祭神 は、表筒 男命 。中筒 男命・底筒 男命 。神 功 皇 后 。

創建 は伝説 に よる と、神功 皇后 が朝鮮遠征 の帰 り、難 波

近 くで船 が止 まつて しまつた ので原 因 を 占つて み る と、

表筒 男命・ 中筒 男命 。底筒 男命 の三神 が あ らわ れ 、 「大

津淳 中倉之長峡 に住吉 三神 を祀れ ば航海 を安全 に しよ う」

といつた。 そのため に祀 られた のが 、今 の本住 吉 神 社 で 、

大阪 の住吉 大社 は ここか ら分家 した ものだ といわれ て い

る。

さざれ石 …境 内 にあ るさざれ石 と呼 ばれ る石 の上 部 の

くば みには、雨 が降 つても決 して水 が た ま

まらな い といわれ て いる。 しか し、 6月 頃

にな る と、水 が湧 きだ してた まる といわ れ

て いる。現在 は地 中に埋 もれて いる。
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③  阿弥陀寺 (住 吉本町 2丁 目)

浄土宗 で、本尊 は阿弥 陀如来 。寛永 14(1637)年 に天

誉上人 が開基 した。その後 、火 災 にあ つて中断 した が 、

安 永 9(1780)年 に勇誉上人 に よつて再興 され た 。 明治

22年 最初 の住吉村 の村 役場 は この寺 の境 内 にあ つた 。

法然 の松 …建 永 2(1207)年 法然上人 は、上 佐 の国 に

流 され る こ とにな った。京 を出て船 で降 り

る途 中、神 戸市 の今 の脇 浜近 くで大 雨 に あ

い、海 岸 の松 の下 で雨宿 りを した 。 そ の松

は年 がたつ と枯 死 したが、その枯 れ木 の一

端 が住吉 の海岸 に漂 着 した。 そ こで村 人 は

阿弥 陀寺 の境 内 に安 置 した 。

①  庚 申塚 (住 吉本町 3丁 目)

小林 墓地 の東 の道 を南 へ お りて、阪急電 車 の ガ ー ドを

くぐつた ところにあ る。マ ンシ ョンの建 ち並 ぶ 中 、土 盛

りの塚 が あ る。 この塚 が庚 申塚 で、元来前 方後 円墳 の後

円部分 であ つた といわれ て いる。塚 の上 の石碑 に は、正

面 に「南 無聖 面 金剛童子 」、 向か つて右 に「庚 申講 中立

之 」、左 に「寛永年 中前横 田五兵衛新築 此塚 也  宝 永 二

乙酉秋天 同名孫 此石碑建 也」 と刻 まれ て いる。 庚 申信 仰

とは、60日 に一 度 回 つて くる庚 申の 日 (十 干 十 二 支 の一

つ )に 夜 を寝 ず に過 ごす信仰 の こ とであ る。 これ は、人

の身体 のなか に いる三戸 という虫 が この 日に人 が 眠 つて

か ら体 内か ら抜 け出 して、天帝 にその人 の 日頃 の罪 悪 を
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告 げ るた めに、その 日は眠 らず に起 きて いる と い う信 仰

であ る。

⑤  小林 墓地 の石仏 (住 吉 山手 2丁 目)

小林墓地 の北 の入 り口に、石垣 に埋 め込 まれ て い る。

左端 の石 仏 に「文禄 三年道源禅 門二 月□ 日」 と銘 文 が 見

られ る。現在 わか つて いる東灘 区内最古 の在 銘 の石 造 遺

品であ る。従来寄 せ集 めの六地蔵 といわれ て きた が 、像

容 を見 るか ぎ り、観音仏 で はな いか と思 われ る。

⑤  柿 の木地 蔵 (住 吉 山手 3丁 目)

高 さ約 80clnで 、す ぐ側 に柿 の木 が あ る こ とか ら この名

がつ いた。大正 10(1921)年 頃 、牛車 を引 いて いた人 が

文禄 三年銘 のあ る石仏
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この地蔵 に牛 を結び つ けて休ん で いた ところ突 然 牛 が暴

れだ し、地蔵 は倒 れ首 の所 か ら折 れ て しまつた 。後 に地

元 の人 々が再建 した。台石 はも つ と古 く、 「 日本 廻 国 、

本願 主相 州小 田原定吉 」「村安全 往来安全 、嘉 十 郎 」 「

武州 易 勇山、相州 小 田原 同□尼 」 「嘉 永六 年丑 正 月十 二

日」 の銘 文 が あ り、江戸時代 の末 に建立 され て いた こ と

が わか る。

②  若 自八幡 神社 (住 吉 山手 5丁 目)

祭神 は応 神 天皇 。神 も、人 間 と同様 に子供 を産 む とい

う観念 か ら、御子神 を祀 る風 習が で きた。若宮 は本 宮 な

い し親神 に対 す る新 官 、御子神 の こと。 しか し、民 間 の

若宮信仰 は、非 業 の死 を とげたものの霊 、 まだ神 霊 に昇

率 しきれ な い霊魂 を若宮 と呼 ん で いる ところが 多 い。

③  徳本寺 (住 吉 山手 6丁 目)

浄土宗 で 、本尊 は阿弥 陀如来 。寛政 10(1798)年 呉 田の

吉 田道可 に招 かれ た徳 本上 人 は、赤塚 山 に庵 を建 て て 、

弓弦羽 の滝 で修行 を しなが ら、村 人 たち に念仏 を唱 え る

と極 楽往 生 で きる と説 いた。現在 の徳本寺 は、大 正 6年
に徳 本上 人百 回忌 を記念 して建 て られ た もので あ る。

徳本上 人 …宝暦 8(1758)年 紀州 日高 に生 まれ 、 25、

6才 の頃 、仏 門に入 る。 30才 の頃 か ら 6ケ

年 を大和 吉野 の山 中、紀州須 が谷 山頂 で難

行苦 行 の生 活 を して、修験 的な力 を創成 し

た。後 に徳本行者 と呼 ばれ た。以 来 、諸 国

!`μrF゛
拶観甚

ψ″爾
脚Pr.
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を巡錫 して各地 に念仏講 を広 めて い った 。

名号塔 … 阿弥 陀如来 をたた え る「南 無 阿弥 陀仏 」を名 号

また は六字 名号 と呼 んで いる。一遍 上 人 が名

号 を本尊 とす るよ うにな つた。浄土 宗 ・ 浄 土

真宗 。時宗が主 に使 用 して いる。徳 本 寺 の 名

号塔 は文政 9(1826)年 に吉 田道 可 が建 てた

ものである。徳 本上 人独特 の蔦名号 で あ る。

吉 田道 可 …享保 19(W34)～ 享和 2(1802)年 の人 。

名 は敬 。通称 、喜平 次。先祖 は南 朝 の 内大

臣、吉 田定房 。三男 の幸 麿が 自分 の荘 園 だ

つた住吉 に逃 れ、その まま住 みつ いた 。 江

戸時代 には、農 業・ 酒造 業・精油 業 な どを

営 み、 また 、千石船 で廻船 業な ども行 な つ

徳本寺
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て いた。道可 は、和歌・ 書・ 儒 学 。茶 道

な どを学び 、文人 との交流 も広 か つた 。

③  火伏地蔵 (住 吉 山手 6丁 目)

徳 本寺 の境 内の隅 にある。元 は、徳本寺 の西 の坂 道 を

少 し上 つた ところに愛宕地蔵 尊 と して祀 られ て いた 。住

吉村 を火 災か ら守 つて くれ る といわれ、信仰 を集 めて き

た。蓮幸座 の上 に立 ち 、舟型光背 に浮 き彫 りに して いる。

右手 には錫杖 、左手 には宝珠 をも つて いる。

⑩  赤塚 山 (住 吉 山手 )

六 甲山 は修験者 の行場 と して、あち こちで行 を行 な つ

て いた 。赤塚 山もそのひ とつで、行者堂 もその名残 のひ

とつ であ る。修験道 は、原始 的山岳信仰 と仏教 の密教 的

信仰 とが合 わ さつた宗教 。 山岳 に登 り、修 業 をつ み呪 力

を体 得 し、それ に基 づ き加持祈議 をす る。奈良時 代 の役

小角 (役 行者 )を 初祖 とす る。

①  御影 石 の石切 り場 跡

深 い V字谷 とな つて いる住吉谷 の中ほ どにあ る五 助 ダ

ムか ら西 の六 甲山上 に至 る山道 を石切 り道 とい う。 この

付近 、五助 ダムや さ らに下 流 の荒神 山 には古 い石 切 り場

があ つて、こ こか ら産 出された良質 の花開岩 は400年 もむ

か しか ら各地 に売 られ て いた。御 影 の浜 か ら積 み 出 され

たそ の石材 が良質 で あつたた め、花 開岩一般 を御 影 石 と

呼ぶ ほ どに この地 の石 材 は知 られ て いた。明和 7(W70)
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年大坂 の石 問屋株仲 間の 出現 、 さ らに大正時代 のセ メ ン

トの進 出な どで、御影石 の切 り出 しはお とろえ て い つた 。

②  旧住吉村 役場 跡 (住 吉官 町 7丁 目)

旧住吉村 役場 は現在 の住吉幼稚 園 (住 吉宮町 7丁 目 )

の位置 にあ つた。木造 2階 建 ての この建物 は移 転 前 の住

吉 小学校 の も と校 舎 を役所 に転 用 したものであ る。元 来

が教育施設故 、使 い勝手 が悪 い と、近接 町村 の よ うな立

派 な庁舎 の構 想 を建 て積 立金 を設 けたが結局実 現 しな か

った。昭和 20(1945)年 6月 の空襲 で、 この建 物 も全 焼

し、一時 、住吉 国民学校 に仮庁舎 を置 いたが 、戦 後 、再

び も との住吉幼稚 園 の位置 に戻 つた。合併後 は今 の 区役

所 の場所 に木造 モル タル 2階 建 ての 区役所住吉 出張 所 が

設置 された 。

(望 月 浩 )
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【住吉の現行町名】

☆住吉 宙町 (す み よ しみや まち )

住 吉 の 由来 は 当地 に本住吉神社 が祀 られ て いる こ とか

らきて いる。本住吉神社 の祭神 は表筒 男命 、 中筒 男命 、

底筒 男命 、神功皇 后 であ り、『 日本書紀 』 にあ る広 田・

生 田・ 長 田 と同 じく神功 皇后 が朝鮮遠征 の帰 りに武庫 の

泊 りで行 き悩 み、三海神 の指 図 で祀 つた 「沼名 椋 (ぬ な

くら)の 長峡」が この地 にな る という。 しか しそ の所 在 地

につ いては、大 阪市住吉 区にも該 当す る地名が あ るた め

二説 に分 かれ るが、現在 で は大 阪の住吉 か ら漁 業 の守 り

神 と して勧請 した とす る説が有力視 され て いる。

住吉宮町 は昭和 44(1969)年 か らの地名 で、も とは住 吉

町求女・ 住吉 町泉・ 住吉町吉 田・ 住吉町宮東 の一 部 、住

吉町唐松 。住吉町茶屋・ 住吉 町宮 西 の一 部 と呼 ばれ て い

た。

吉 田は、建 武 2(1335)年 、南朝 の内大 臣吉 田定 房 の

三 男幸麿 が、 自分 の荘 園だ った この地 に逃れ 、住 吉 神 社

の東 、国道 2号線 沿 いの北 (現 在 の吉 田区会館 )に 居 宅

があ った こ とか ら名付 け られた。

茶屋 は、 旧西 国街道 の両側 に、旅 人 の休 み茶 屋 が あ っ

た こ とか ら名付 け られ た という。

☆住吉本 町 (す み よ しほん まち )

-41-



昭和 (1985)60年 か らの地 名 で、元 は住吉 町 垣 内 。住

吉町 九郎左衛 門新 岡・ 住吉 町反高林・ 住吉 町 中 島・ 住 吉

町古寺 。住吉町坊 ケ塚・ 住吉 町官 西・ 住吉 町官 東・ 住 吉

町守堂・ 住吉 町雨 ノ神・ 住吉町牛神前・住吉 町 小 原 田・

住吉 町垣 添・住吉 町室 ノ内・ 住吉町牛神 。住吉 町 牛 神 東

・ 住吉町観 音林・ 住吉 町小坂 山 。住吉町 小林・ 住 吉 町 堂

ノ本 と住吉 町新 堂 。御 影町郡 家 の各一部 。

九郎左衛 門新 田 は、庄屋吉 田九郎左衛 門が開 発 した 上

地 で、その庄屋 の名 か ら由来す る という。

住吉川 沿 いに反高林 とい う地 名 があ つた 。む か し、地

質が粗悪 で収穫 で あて にで きな い ところは反別 だ け検 定

して、 ご く軽 い税 がか け られた。 こう した土地 を反 高 場

とぃったが 、 ここが林 で あ つたた め呼 ばれた地 名 。

守 堂 は、むか しこの地 に薬師堂が あ り、「吉 田 」 の項

で触 れた吉 田定房 の三 男の三男・幸 麿 が堂守 を して いた

こ とか ら由来 した と考 え られ る。

小原 田は、『 住吉村誌 』 による と古図 には「小 原 台 」

とな つて いる。早 く開墾 された野原 の小高 い田 ん ぼ が あ

った ところであ ろ うか。古 い字 に西開地 、井上 、 十 三 日

な どがあ り、十三 日は、道 の下 (旧 字 )の 東部 にあ つた

九文 日と共 に条里制 の遺 名だ といわれ て いる。

室 ノ内 は、 ここに蒐 原郡 の郡 衛 が あ つた場所 で はな い

か といわれ て いる。隣 の御影町域 に郡 家 (ぐ ん げ )と い

う字 があ るが 、郡 家 というのは、郡 の役所 のあ る集 落 全

体 を指す も ので、役所 の所在地 は、館 の古語 ム ロツ ミが
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転 化 した室 の内にあて るべ きで はな いか、 と落合 重 信 氏

は唱 えて いる。

☆住 吉東 町 (す み よ しひが しまち )

昭和 44(1969)年 か らの町名 で、元 は住吉 町 顆 川 。住

吉町道 の下 と住 吉町官 東・ 住吉 町吉 田・ 住吉 町 古新 田・

住吉 町鬼塚・ 住吉 町泉 。住吉町求女 の各一部 。 昭 和 45年

住吉 町反 高林 の一部 が編入 され た。

☆住吉浜 町 (す み よ しは ままち )

昭和 40(1965)年 に新 兵衛新 田 と浜新 田の各 一 部 、 そ

して、魚崎町地先 の公 有水面埋 立地 が住 吉浜町 とな る。

☆住吉南 町 (す み よ しみな み まち )

昭和 44(1969)年 、住吉 町浜新 田、 そ して魚 崎 町 魚 崎

の一部 が住吉南町 とな った。

呉 田 (ど でん )は御 田の ことで、住吉神社 の御 田が あ

つた ところの意 味 だ といわれ て いる。新 兵衛新 田 は 、呉

田に住ん で いた医 師山内新 兵衛 が 開発 した とこ ろか ら由

来す る。 また浜新 田は海 浜 に開かれた新 田で、 こ こも古

くは新兵衛新 田 と呼 ばれ て いた とぃ う。

☆住 吉山手 (す み よ しや まで )

下 Ⅲぎ

r
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昭和 51(1976)年 か らの地名 で、元 は住吉町 池 床 。住

吉町 山下・住吉 町松 本・ 住吉町川 向・住吉町縄 手 下 ・ 住

吉町手崎・住吉町渦森・ 住吉町 丸 山・ 住吉 町井 出 口 。住

吉町安場・ 住吉町焼 ケ原・ 住吉 町西谷 山 と住吉 町 観 音 林

・ 住吉町 小坂 山・住吉 町 牛神 東・ 住吉町小林・ 住 吉 町 堂

ノ本・ 住吉町落合・ 住吉町荒神 山 。住吉 町鍋 島 。住 吉 町

九重 ヶ坂 。住吉町赤塚 山・ 住吉 町鴨子 ケ原 1～ 3丁 目・

御 影町御 影・御 影町郡 家 の一部 。

観音林 は、 ここに慈寺 明寺 という禅 宗 の大寺 院 が あ つ

た。堂塔伽藍 の整 つた立派 な寺 だ つた よ うだが 、 永正 元

(1504)年 、 「慈 明寺 流 れ」 といわれた大洪 水 で 流 され

た。 その後 、天文年 中に観 音堂 が建 て られ たが 、天 文 14

(1545)年 、 また も大洪水 に見舞 われ 、観 音像 は堺 の海

岸 に流れ つ いた というが 、観 音堂 の跡 は後 まで雑 木 林 の

中に残 つて いた 。明治 以後 、観 音堂 のあ つた林 と して観

音林 と呼ぶ よ うにな つた という。

荒神 山 は、『 住吉村誌 』 による と、「粗暴 で いわ ゆ る

“荒 ぶ る神 "式 であ る こ とが うかがわれ る。 この荒 ぶ る

神 の遺跡 と して荒神 山の名 が お こつた のだ ろ う」 と記 述

され て いる。 いわ ゆる山の荒 れ を鎮 める荒神信 仰 か ら由

来 された と思 われ る。

赤塚 山 は、土地 の色が赤 くそれ によつて住民 の 目印 と

な る山の意味 。また はアカは梵語 の供養 の意 味 、 あ る い

は石器や土器 、銅鐸 を出土す る古 い■地 だか ら塚 (古 墳 )

が あ った とす る説 な ど多種 多様 な意 見が あ るが 、 どれ も
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決 め手 には欠 けて いる。

☆住吉 台 (す みよ しだ い )

昭和 52(1977)年 か らの地名 で元 は住吉町大 谷 。住 吉

町小峰 ヶ原・ 住吉 町落合・ 住吉町荒神 山。

☆渦森 台 (う ず も りだ い )

この地 はも とも と渦 ケ森 (う ずがもり)と いつた が 、町名

を定 める さいに、渦森 台 と した。

渦 ケ森 の 由来 には多 くの説 が とな え られ て い る。 中 で

も、渦 は秦 氏 (はたうも)が 朝廷 か ら与 え られ た太 秦 (う すまさ)

の こ とで、秦 氏 の居住地 をさす という説 が有力 。 そ の他 、

渦 ケ森 は渦和森 である と して、朝鮮 か らの渡来 人 と倭 (

原住民 )と の融合 した氏族 の いた森 だ という説 や 、昭 和

9(1934)年 に見つか つた渦 ケ森 銅鐸 を手 がか りに鋼 鐸

の見 つか つた 旧字 加茂 は出雲系 の人た ちの集落 だ つた と

して、渦森 山上 は ウズモ リ、つ ま リアツモ リ神 、神 の集

まる祭祀遺跡 だ 、 とす る説 な どが あ る。

も とは住吉 町渦森 、住吉町西谷 山、住吉町赤 塚 山 の各

一部 で、昭和 46(1971)年 に渦森 台 1～ 4丁 目とな り、

昭和 55(1980)年 には一部 が鴨子 ケ原 1～ 3丁 目に編 入

された。

☆鴨子 ケ原 (か も こが は ら )
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『 住吉村誌 』 には「その昔 、 ここに居住 した 出雲 系 の

加茂 氏が いた原 という意 味か ら、加茂 氏 ケ原吟 鳴 子 ケ原

とな つた 」 とあ る。

昭和 51(1976)年 にはそれ までの住吉 を冠称 とす る住

吉鴨子 ケ原町 か ら、住吉鴨子 ケ原 1～ 3丁 日、住 吉 町 赤

塚 山、御 影町西平 野 の各一 部 を合併 した鴨子 ケ原 1～ 3

丁 目と住吉 山手 1～ 9丁 目に分 かれた。 また 、昭 和 55(

1980)年 には渦森 台 1～ 4丁 目の一部 が編入 され 、現 在

の鴨子 ケ原 1～ 3丁 目とな つた。

☆向洋町中・ 向洋町西・ 向洋町東

(こ うよ うち ようなか 。―に し 。一ひが し )

向洋町 はポー トアイラ ン ドに次 ぐ神 戸市 第二 の人工 島

・ 六 甲ア イラ ン ドに付 け られた町 名 であ る。六 甲 ア イ ラ

ン ドが大 阪湾 に面 し、 まさ しく海 に向か う ところか ら こ

の町名が付 け られた。現在 、向洋 町 中 。西 。東 と三 つ に

区分 され て いるが 、西 。東 は昭和 54(1979)年 に 、 中 は

昭和 61(1986)年 にそれ ぞれ名称 が付 け られた 。

六 甲ア イラ ン ドは昭 和 47(1972)年 に造成工 事 が着工

されて お り、完成 すれ ば港湾施設 、産業 用地 、 文 化 レク

リエー シ ヨン用地 を有す る、 580朗 の面積 (ポ ー トア イ

ラ ン ドの 1.3倍 )を もつ海 上都市 とな る。島 と 」 R住 吉

駅 の間 を、平成 2(1990)年 に完成 した六 甲ラ イナ ーが

走 り、将来 は 3万 人の人 口を計画 して いる。

(道 谷 卓・ 望 月友二 )
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魚 崎 の 史 跡 と町 名

旧魚崎 町町章

この町章 は大正 10年 に制 定 され 、

の 「五百 」 を図案 化 した。

五百 崎 (い お ざ き )



【魚崎の史跡】

①  覚浄寺 (魚 崎南町 7丁 目)

浄土真宗西本願 寺末 。開基・ 創立年代 は不詳 。本 尊 は

阿弥 陀如来 。現在 の本堂 は、延 享 3(1746)年 の建 築 で

あ る。境 内 に「明治 6年 魚崎小学校 開校 の地 」 の碑 が あ

る。 明治 6(1873)年 9月 か ら明治 16(1883)年 7月 25

日までの 9年 8ケ 月 の間 、覚浄寺 の庫裡 を利 用 して勉 強

して いた 。

②  永思堂 (魚 崎南町 7丁 目)

覚浄寺 の西北隅 にあ る。家型 の石 の祠 で、山崎 闇斎 ら

4人 を祀 つて いる。明治 31(1898)年 に建 て られ た 。 山

本復斉 の兄良貴 が 、元禄 11(1698)年 に母 を追 幕 し、 弟

復斎 と共 に孝道 を明 らか にす る 目的 で建 てた も のが は じ

めであ る。       ヽ

山本復斎 …江戸時代 中頃 の儒 学者 。延 宝 8(1680)年

に魚崎 の酒造 家 に生 まれ る。 17才 の時 、浅

見綱 斎 の関下 にな る。 46才 の時 に 「雀 松 精

舎 」 をつ くつて子 弟 の教育 にあた つた 。享

保 15(1730)年 に死去 。

③  魚崎 八幡 神社 (魚 崎南町 3丁 目)

旧魚崎村 の氏神 。祭神 は、応神 天皇 。元 々は、雀 の松

原 の地 にあ り、雀 神社 と呼 んで いた。境 内 には、酒 博 業
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者 か ら寄進 され た手水石 や 、酒造 業者 か らの石 灯 籠 が あ

る。本殿 の裏 には、神功 皇后 が朝鮮 出兵 の帰 りに 、船 を

もや った浜辺 の松 の名残 といわれ て いる「神依 りの松 」

の松 の切 り株 があ る。境 内北 の児童公園 のなか に、 旧魚

崎町 の道路 元標 が あ る。

④  山 邑家住宅 (魚 崎南 町 4丁 目 )

江 戸末期 の民 家建築 。県指定 の重 要文化財 で あ るが 、

一般 公開 は され て いな い。部屋 は 8室 に分 かれ 、土 間 出

入 口の左手 に、奥 に向つて 日の間 。二 の間・ 奥 の 間 が並

び 、その背面 に中の間・居 聞・納戸 が続 き、 さ らにそ の奥

に台所 と板 間 の二室 が あ る。 また 、土間 の右手 に は炊 事

場 。洗 い場・ 使 用人室 な どがあ る。

③  雀 の松原 (魚 崎西町 4丁 目 )

昔 、魚崎一 帯 が松林 だ つた こ とを伝 え る史跡 。 「雀 の

松原 」の地名 は、古来 か らの書物 によ くでて くる。

「千代 に替 わ らぬ翠 は、雀 の松原 、 みか げ の松 、雲

居 に さ らす ぬのび きは一」 (源 平 盛 衰 記 )

「葦屋 の松 原 、雀 の松 原 、布 引の滝 な ど御 覧 じや ら

る る … 」 (増 鏡 )

「一族 手勢 三百余騎 、雀 の松 原 の木 陰 に控 え … 」

(太 平 記 )

「滝川左近 (中 略 )西宮 、 いば ら住吉 、あ し屋 の里

、雀 が松原 …」         (信 長 公 記 )

この松 原 にた くさん の雀 が いた頃 、 3年 に一 度 ぐ らい
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丹波 の雀 と大合戦 を して いた。年 によつて は、 こち らか

ら丹波 の方へ攻撃 にいつた とい う。 この雀合戦 を見 に遠

くか ら人 がや つて きた。 その見物 客 を相手 に、戦 いで死

んだ雀 を続 いて商 売 をす る村 人 もでてきた。 この焼 き雀

は、江戸時代 には名物 にな つて いた。

この辺 りは、佐才郷 と呼 ばれ雀 部朝 臣 という豪 族 が住

んで いた こ とか ら、雀部 氏の松原→雀 の松原 に変 化 した

もの と思 われ る。

なお、魚崎西町 の広場 に、

「竹 な らぬか げも雀 のや どりとは いつ名 に しめ し松 は

らの跡 」 中納言公ヂ

「杖 とめて千代 の古塚 と⌒ よか しここやむか しのす ゝ

め松原 」 よみび と しらず

の歌碑 が残 つて いる。

⑤  旧魚崎 町役場 (魚 崎 中町 4丁 目 )

鉄筋 コ ンク リー ト3階 建 の旧魚崎町役場 は昭 和 12(19

87)年 10月 に完成 した。合併後 は区役所 魚崎 出張 所 が置

かれたが昭和 32(1957)年 か ら東灘市民病 院 にな つた (

昭和 47年 には市民病 院東灘診療 所 とな る)。 昭 和 51(19

71)年 には修復 され、現在 で は東灘 文化セ ンター と して

市民 の文化活動 の よ りどころ とな つて いる。

(望 月 浩 )
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【魚崎の現行町名】

☆魚 崎北町・ 魚崎 中町・ 魚崎西 町・ 魚崎浜 町・ 魚 崎 南 町

(う お ざききた まち・ ―なか まち 。―に しまち・ ― は ま

まち 。一みなみ まち )

魚崎 の出来 は これ まで に多 くの説が述 べ られ て い る。

『 日本書紀 』巻 十 に、応神 天皇 の 31年 、伊豆 国 か ら枯 野

という名 のす ば ら しい船 が献納 され たが 、長 い年 月 の う

ちに老朽 した ので船材 をた き木 と して塩 を焼 いた。 そ し

て、 これ で五百籠 の塩 が で きた。 当時 、塩 は大 変 貴 重 な

ものだ つた ので、 この塩 を諸 国 にわ け与 え る と同時 に船

を造 るよ う命令 した ところ、五百隻 の船 が一 挙 に武庫 の

水門 (み な と)に 集 まつた とあ る。 この話 をも とに して

五百 崎 (い お ざき )の 名 が付 いた、 という。『 摂 陽群 談 』

には、俗 に与佐喜 (よ さき )と いって いた と述 べ て いる。

また、神功皇后 が三韓 出兵 の際 、全 国 に命令 し五 百 隻 の

船 を造 らせ 、 この浜 に結集 させ た という話 か ら五 百 崎 と

呼ぶ よ うにな った とぃう話 もあ る。

しか しなが ら、 この よ うな話 はあ くまで俗 説 で あ り、

真 実か否 か はわか らな い。『 魚崎村誌 』 には「 いつ の こ

ろか ら定 か でな いが、 この浦 に不 漁が続 いて村 じゅ う難

渋 したお り、地頭 に対 して
″
五百 崎 ″の名 を

″
魚 崎 ″ に

改 めた い と願 い出、お許 しを得 た 」 と記述 され て お り、

『 武庫郡 誌 』 はそれ を引 いて 「元和 7(1621)年 、庄 屋
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の松 尾仁兵衛 が領 主戸 田氏鉄 に改称 を願 い出て 、 そ の後

大漁 をもた ら した功績 で苗字帯 刀 を許 された」 と、付 け

加 えて いる。 また 、『 西摂 大観 』 に は、 この辺 りが漁 業

を行 な つた所 か ら魚 の集 う崎 (魚 崎 )と い うよ うにな つ

た のであろ う と言 つて いる。

いずれ にせ よ、魚崎 は古代 、摂津 国菟原郡 佐 才 (さ さ

い)郷 に応、くまれ て いた 。武 内宿市 の子孫 の雀 部 朝 臣 (

ささべ のあそん )が 住 ん で いた こ とか ら、ササ イ と名付

けた と言 う。ササ イは「雀 」 とも書 くところか ら、鎌 倉

時代 まで に「すず め」 と読 み変 え られ 、平 家物 語 や太 平

記などの古典に登場する古来景勝地である「雀の松原」

の名 の起 こ りとな つた。

魚崎 は中世 以来 の郷 村 、魚崎 と横屋 が 明治 22(1889)

年 の町村制 施行 の時 に魚崎村 とな つたもので、神 戸市 に

合併 してか らも横 屋 は町 名 と して残 つて いた。横 屋 は神

主 の ことで、その家が神社 の隅 にあ る こ とか らそ う呼 ば

れて いる と言 われ る。 そ うな らば、 この横屋 は五 百 崎 八

幡神社 の横屋 であ ろ うか。 しか し、 こう した積 屋 の町 名

も昭和 44(1969)年 の住居表示 実施 で消 えて しま つた 。

な お、魚崎西町 は昭和 44(1969)年 に、北・ 中 。南 は

その翌年 に付 け られた町 名 であ る。 また 、魚崎 浜 町 は、

浜横 屋地先 の公有水面 の埋 立 て地 で、昭和 40(1965)年

に名付 け られ 、 も との陸地 とは魚崎大橋 でつな が つて い

る。

(道 谷 卓 )
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本 庄 の 史跡 と町 名

旧本庄村村章

制 定年 は不詳 だが 、「本庄 」 を図案化 した。



【本 庄 の 史跡 】

①  春 日神社 (北 青木 )

旧西青木村 の氏神 。祭神 は、天 児屋根 命 。境 内 に は、

昭和 13(1938)年 の阪神 大水害 の記 念碑 が ある。碑 の裏

面 には、「 7月 5日 阪神 間六 甲山麓 ヲ襲 ヒタル 水 災ハ天

井川 ヲ氾濫セ シメ遂 二西青木全匡 五百餘 戸 二甚 大 ナ ル 水

禍 ヲ及ボセ リ… 」 と刻 まれ て いる。

②  八坂 神社 (青 木 5丁 目)

旧青木 村 の氏神 。天保 11(1840)年 の創建 c素 姦 鳴 命

が祭神 。境 内 に旧本庄村 道路 元標 が ある。 これ は、 明治

にな つてか ら作 られた もので、村 か ら村 へ と道 路 に沿 つ

て どれだ けの距離 が あ るか を正確 に測 つた とき に、 そ の

目印 と して置 かれた もので ある。

③  進徳 丸 (深 江南町 5丁 目)

大 正 12(1923)年 に神 戸三菱造船 所 で造 られた 。 は じめ

は、神戸高等商船学校 (現 神 戸商船 大学 )の 練 習船 で 、

鋼 鉄帆船 で あ つた が、後 に昭和 19(1944)年 に汽船 に改

装 された。現 在 は神 戸商船 大学海 岸運動 場 に保 存 され 、

一般 公 開 され て いる。

①  踊 り松 (深 江本町 4丁 目)

む か し、神 戸商船 大学 養 正館 の あた りに、松 の大 木 が
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あ った。 この松 の根 元付近 に、森 の稲荷神社 の ご神体 が

流れつ き、村 人が踊 つて迎 えた という話 や 、洪 水 の時 に

森 の稲荷神社 か らご神体 が流 れつ いた ところな の で喜 ん

で踊 つた という話 か ら、踊 り松 の名がつ いた と いわ れ て

いる。

③  旧本庄村役場 (青 木 4丁 目 )

昭和 4(1929)年 8月 に完成 した。鉄筋 コ ンク リー ト

造 り 2階 建 て。神 戸市合併後 は、 区役所 の本庄 出張 所 と

な つた。昭和 38(1958)年 2月 か らは、本庄公 民 館 と し

て利用 され て いる。

旧 本 庄 村 役 場
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⑥  踊 り松地 蔵 (深 江本町 3丁 目)

踊 り松付近 や高橋川 の改修工事 の時 に出て きた近 世 の

一石五輪 塔 や石 仏 を集 めて いる。

②  本庄共 同墓地 (深 江 北町 5丁 目)

旧深江 。青木 。西青木 。中野・ 小路 の村 々の 共 同基 地

で ある。室 町時代 のもの と思 われ る宝億 印塔 が 現 存 して

いる。第 2次 大戦 の空襲 によつて墓石 が黒 く続 けた だ れ

て いるものもあ る。

③  大 日霊女神社 (深 江本町 3丁 目)

文 明13(1481)年 に、薬 王寺 の住職観 空 が蓮 如 に帰 依

し、真言 宗 であ つた お寺 を浄土真 宗 に改 宗 した 。 そ の時

に本尊 も大 日如来 か ら阿弥 陀如来 に改 めたた め 、大 日如

来 を村人 が お まつ りしたのが、創建 だ といわれ て い る。

境 内には「深 江史 の庭 」と して、 いろいろな記念 碑 や石 碑

を置 いて いる。古 いもので は、正徳 2(1712)年 寄 進 の

高橋川 の石橋 の一部や元禄 7(1694)年 、享保 11(1726)

年 の年号 が刻 まれた石灯籠 の竿 の部 分が あ る。

③  稲荷筋

阪神電 車 の深江駅 の東側 の南 北 に走 る道路 。森 の稲 荷

神社 へ通 じる道 なので この名がつ いた。

①  魚屋道 の碑 (深 江北町 3丁 目)

江戸時代初期 には利用 され て いた という、有 馬 と神 戸
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の市 街地 を結 ぶ六 甲越 の交通路 。深 江 の浜 で とれ た魚 を

有馬 へ運 んだので魚屋道 と呼 んだ。江戸時代 に は、抜 け

荷 の道 といわれ、小浜 (宝 塚市 )。 生瀬 (西 宮 市 )な ど

の宿駅 と東灘地域 の村 々 と争論 が あ った。

① 正寿寺 (深 江本町 3丁 目)

元 々は、薬 王寺 という真言宗 のお寺 が あ つた 。文 明年

間 に、浄土真宗 に改 宗。寺 名 も延寿寺 と改名 。 そ の後 、

寛永 10(1633)年 に深江 の永井三左衛 門が 出家 し、 永 井

山正寿 寺 と改 名 した。

②  札場 筋

東灘 小学校 の西 の南北 の道路 を いう。札場筋 と旧浜 街

魚屋道 の碑 (右 )と 稲荷筋

鶴
禅
芦
と
一齢
鸞
持
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道の交差す るところに、江戸時代に高札 (放 火・ 切支丹

・ 毒薬・ 徒党・ 鉄砲使用な どの禁制や人馬賃銭 な どに関

することが らが公示 されたもの)が 立て られて いた とい

つ .

〇  深江 北町遺跡 (深 江北町 2丁 目)

昭和 59(1984)年 10月 ～ 12月 、61(1986)年 3月 ～ 5

月 にか けて発掘調 査が実施 され 、弥 生時代末期 (2～ 3

世紀 )の 円形周溝 基や奈 良～平安 時代 の集落 と水 田跡 が

見 つか つた。周溝 墓 とは、周 囲 に方形 また は円形 に濤 を

め ぐらせた低 い墳 丘 を有す る基 で ある。現在 は県 営 住 宅

にな つて いて、現場 には記 念碑 が 、 また遺跡 の模 型 が神

戸深 江生活文化 史料館 に展示 され て いる。

O 山の神 の祠

山の神 は、春 に は山か らお りて きて田の神 に な り、秋

に稲 を実 らせた あ と、山 に帰 つて い くと人 々か ら信 仰 さ

れて いる。深江 か ら有馬へ続 いて いる魚屋道 の途 中 、風

吹岩 の南 に深江地 区の人 が信仰 して いる山の神 の祠 が あ

る。安政 5(1358)年 の文字 が刻 まれて いる。

(望 月 浩 )
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【本庄の現行町名】

☆青木・ 北青木 (お おぎ・ きたおおぎ )

今 はオオギ と呼んでいるが、青 を (オ オ )と 読む地名

は他 にも見 られる (た とえば青梅市・ 青梅島)。 元 はア

オキ と呼んでいた。伝説ではアオキの北にある保 久良神

社の神様が、青 い海亀 にのつてアオキに流れつ いた とこ

ろか ら、青亀 (ア オキ)と 地名がついた とぃわれ る。か

つては東灘の浜一帯が松原だつた ことか らつけ られた名

であろう。青木は昭和46(1971)年 6月 に旧新 浜町・ 東

浜町 。中浜町 。西浜町・ 文教町・ 松本町・竹本町 。梅本

町が、北青木 は旧高橋町 。大倉町・ 江 ノ元・ 寺 門町・ 古

堂町・ ホ町 。前 田町か ら成 つた。

☆本庄町 (ほ んじょうちょう)

昭和 47(1972)年 6月 に、 旧長 田 。大町・ 長者 筋 と栄

通・ 札場通・ 稲荷筋・ 薬 王寺町 の各一部 か ら本庄 町 にな

つた。

本庄 (荘 )は 、 中性 に蒐 原郡六 荘 (開 墾地 の こ と)の

ひ とつ「本荘 」 で、小路 。北 畠 (畑 )。 田辺 。中野・ 森

・ 深 江 。東青木・ 葦屋・ 打 出 。三条・ 津知 が そ の範 囲 で

あ つた。 (摂 津 志 )

江 戸時代 に俗 に いわれ る本庄 九 ケ村 は、前記 か ら葦 屋
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と打 出を除 いた村 々であ る。現在 は森南 町 と深 江 北町 に

は さまれた限 られた地域 であるが 、「本庄 」 はか つ て は

前記 のよ うな広範 囲な地域 の名称 であ つた 。ち な み に、

本庄幼稚園 は深江本町 4丁 目に、本庄小学校 。本 庄 中学

校 。本庄公民 館 は青木 4丁 目にあ る。

☆深江本町・ 深江北町・ 深 江南 町・ 深江浜 町 (Jshか え ほ

ん まち 。一きた まち・ ―みなみ まち・ ―は ま まち )

現在 は海岸線 も埋 め立 て られて防潮堤 がず つ と続 き 、

かつて砂 浜 であ つた様子 も しのび よ うがな い。 だ が この

深江 という地名 は、深 い入 江 であ つた こ とか ら名 づ け ら

れ たのだ ろ う。ちな みに深江 の海 岸 はむか し、琴 の浦 と

呼 ばれ 、明治 13年 頃 まで浦役場 が あ つた (武 庫 郡 誌 )。

琴 の ような 曲線 の海岸線 で あ つた ためであ ろ う。 た だ 、

深江 の浜 は遠浅 で船 の停 泊 には適 して いなか つた の で 、

港 としての機 能 は御影 にゆず つて いた。

阪神電 車深江駅 の南 に、大 日霊女神社 が ある。社 伝 に

よる と、文 明 13(1481)年 に薬 王寺 の住職観 空 が 、浄 土

真宗 の布 教 を して いた蓮如上人 の教 え を聞 いて 、 いた く

感激 し、蓮如 に帰依 した。 そのた め真言宗 であ つた 寺 も

正寿寺 と名 をか えて浄 土真 宗 に改 宗 した。 その時 に本 尊

も大 日如来 か ら阿弥 陀如来 に改 めたた め、寺 を 出 され た

大 日如来 を村人 が祀 つた のが大 日霊女神社 の創 建 だ と い

ゎれている。今は残つていないが、薬王寺という字が深

江北町 4丁 目付近にあつた。東灘区には、浄土真宗の寺
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が多 いが 、他 の寺 も この よ うな理 由か らであ ろ うか 。

俗謡 に 「深江越 えた ら大 日如来 、高 い高橋踊 り松 」 と

うたわれ た ものがある。大 日如来 は前記 の大 日霊 女神 社

の こ とで、高橋 は高橋川 をさす。 この川 は古代 の条里 制

に基 づ く水 田の潅漑水路 の跡 だ とみ られ る。な ぜ な ら、

六 甲山地 南側 を流 れ る川 は南 北 に流れ るのが普 通 で あ る

が 、東西 に流 れ て いるか らであ る。 これ は 自然 の流路 で

な く人為 的 に東西 に流れ を変 えた というこ とが 明確 で あ

る。

踊 り松 は、今 の神 戸商船 大学 の敷 地 内 にあ つた 。 そ の

松 の枝 ぶ りか らつ け られ た名 であ ろ うが 、森 の稲 荷神 社

の神様 が この松 の根元 に流れつ き、村人 が喜 ん で松 の 回

りを踊 つた ところか らつ け られ た名前 だ と、言 い伝 えが

残 つて いる。 この踊 り松 は明治 28年 まで森 稲荷 神 社 の お

旅所 とされ て きた (武 庫郡 誌 )。 その後 、大 日霊 女 神 社

にお旅所 が移 り、毎年卯 の葉 まつ りの時 には森 稲 荷神 社

か らダ ンジ リが く りだ し、大 日霊女神社 までの稲 荷 筋 と

呼 ばれ る道 は昭和 の は じめ まで にぎわ った とぃ ぅ。

深 江北町 は、昭和 47(1972)年 6月 に旧美 ノ江 。高橋

町 と永井町・ 繁 昌通・ 栄通・札場通・ 稲荷筋・ 薬 王 寺 町

の各一部 か ら成 立 した。深 江南 町 は、 旧神楽町 。東 町・

見附町・ 磯 島町 。新 浜町 と踊 り松 の一部 か ら成 り立 ち 、

深江本町 は、 旧永江町 。長栄町 。大 日町 と踊 り松 町 の一

部 か ら成 立 した。深江浜町 は昭和 44年 に埋立地 第 4工 区

が命名 された ものである。

(望 月 浩・ 望 月友二 )
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本 山 の 史 跡 と町 名

旧本 山村村章

制 定年 は不詳 だが、「本 山」 を図案化 した。



【本山の史跡】

①  西 岡本遺跡 (西 岡本 6丁 目)

縄 文時代 か ら明治時代 にか けての複合 遺跡 。約 8000年

前 の縄 文時代早期 の竪穴 式住居跡 が見つか つて い る。 ま

た、後期 古墳 13基 が確認 されて いて、野寄群集 墳 と命 名

された。 その他 にも水車遺構 が 2基 見つか つて お り、 そ

の上段 には ドイツ人が建 てた異人館 の基礎 も確認 され て

いる。

②  野寄 の大 石 (西 岡本 4丁 目)

長 さ 6m、 高 さ 3mほ どの大 きな石 が町 の中 に あ る。

昔 は旅人 の 目印 にな った こ ともある。何 の 目的 で こ こに

あ るのか はわか らな いが 、近 くの大 日女 尊神社 の大石 と

なん らか の関係 があ るのか も しれな い。 よ く農 村 のた ん

ぼ のなか の大 きな石 は、不思議 な力 が宿 つて い る と信 じ

られ 、信仰 の対 象 にな つて いる ことが多 い。

③  大 日女専神社 (西 岡本 4丁 目 )

創建年 月 日は不詳 。祭神 は大 日女 尊・ 素姦鳴 尊 。 む か

し、住吉 川 の決水 の時 に深江 まで神社 が流 され た 。深 江

で祀 つて いた ところ (大 日霊女神社 )、 神様 が 「野寄 に

帰 ろ う、野寄 に帰 ろ う」 といつた ので、今 の地 に祀 り直

した という話 が残 つて いる。
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①  岡本 の梅 林 (岡 本 6

岡本 6、 7丁 目あた り

と して『 摂 津名所 図会』

「梅 は岡本 、桜 は生 田、

も うたわれ て いた。

丁 目 )

は、江戸時代 には「岡本梅 林 」

に記載 されて いる名所 で あ り、

松 の よ いのが湊川 」 と い う唄 に

⑤  ヘ ボ ツ塚 (岡 本 1丁 目)

旧岡本村字 マ ンパ イにあ つた古墳時代前期 の前 方後 円

墳 。 「岡本 のオサバ に立 て るヘボ ツ塚 、布織 る人 は岡本

にあ り」 という唄が伝 え られ て いるが、 その意 味 は不 明

であ る。現在 、東京 国立博物館 に保 存 して いる 出土 品 の

なか に、古鏡 6点 があ るが、それが 中国か らの舶 載 鏡 な の

で、オサバ 、マ ンパ イの地 名 も、 中国か らの渡 来 人 に関

岡本 の梅林 (『 摂 津名所 図会』 よ り )
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係す る地 名か も しれな い。オサバ =歳場 、マ ンパ イ =万

梅 という字 をあて る説 もあ る。

⑥  鷺宮八幡 神社 (本 山北町 6丁 目)

旧北畑 村 の氏神 。むか しは、 この神社 の辺 りはか な り

樹木 が茂 つて いて、鷺 の森 と呼 ばれ て いた。鷺 の森 の名

残 と して、欅 の大木 が一本残 つて いる。樹齢 800年 といわ

れ 、高 さ20奇 ほ ど、周 囲 は 5前 あ り、神 戸市 の保 護 樹 木

に指定 され て いる。むか し、村 人 は この木 の枝 に カ ラス

が とまつて鳴 くと、その声 に耳 を傾 けた。 カラ ス が 長 く

「カーアー、 カー アー」 と鳴 くと、必ず村 のな か に不幸

が あ る と信 じられ て いたか らで ある。

②  西光 寺 (本 山北町 5丁 目)

浄土宗 で 、本尊 は阿弥 陀如来 。寺 にあ る観音 菩 薩 は、

慶長年間、佐和 山城主石 田三成 の母 の念 持仏 で 、合 戦 の

際敵 の矢 の攻撃 を受 けた が、 この観 音が身代 わ りにな つ

た という。 また 、境 内の隅 にある五輪塔・ 石仏 の群 の な

か に、青木 か ら移 された といわれ るキ リシタ ン灯 籠 の竿

の部分が あ る。

③  小路八幡 神社 (本 山北町 5丁 目)

旧小路 村 の氏神 。小路 の地名 は中世 の荘 園の荘 官 「荘

司 」か ら起 こつた と思 われ る。

な お、境 内のす ぐ下 に流 れて いる川 に、 「臼井橋 」 と

いう橋 が あ るが、源頼光 (源 満仲 の子 )の 四天 王 の一 人
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といわれ て いる碓 井貞光 の子孫 、 臼井氏 か らき て い る。

③  中野 八幡 神社 (本 山北町 4丁 目)

旧 中野村 の氏神 。 1月 15日 に は昔 か ら弓の神 事 が 行 な

われ て いる。毎年 トウヤ とい う家 が順番 で決 め られ る。

その トウヤ の家か ら弓・ 矢・ 的・ お供 えな どを持 ち 、神

社 で参拝す る。参拝 した あ と、境 内の末 に的 をか け数 本

の矢 を放 つ。

⑩ 保久良神社 (本 山町北畑 )

延喜式 に載 る古社。祭神 は素姦鳴尊 。大国主尊 。椎根津

彦尊な ど。 5月 5日 の例祭には氏子地 (北 畑 。中野・ 小

路・ 田辺 )か らダンジリが出て賑わ う。社殿 の周辺 には

保 久良神社
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磐座信仰 の名残 と思 われ る巨石 が い くつか見 られ る。 ま

た これ は、 日本庭 園の源 流 という説 もあ る。境 内 か らは

弥 生時代 の石 器・ 土器 も 出上 して いる。

灘 の一 つ火 …鳥居前 にあ る常 夜灯 。古来 か ら沖 を行 く

船 の夜 の 日印 とされ て きた 。伝 説 で は、

日本武尊 (やまとたけるの

'こ

と)が 熊襲 (今 の 九

州 )遠 征 か ら帰 る途 中、大 阪湾 で夜 に な

り、航路 が わか らな くな つた。神 に祈 つ

た ところ、北 の山の上 に一 つ の灯 が見 え

た。それ を頼 りに船 を進 めた と ころ、 無

事 に難 波 へ帰 る こ とがで きた。 そ れ が こ

の灯 のお こ りだ とい う。現在 は文 政 8年

(1825)に 建 立 された石灯 籠 に、電 灯 をつ

けて東灘 の町 を照 ら して いる。

①  森稲荷神社 (森 北町 4丁 目)

社伝 で は、霊亀 元 (715)年 卵 月卯 日の夜 に、深 江 の 沖

に光 が輝 いた。村 人 は不思議 に思 い海 辺 に集 ま る と、一

基 の神輿 が現 われた。 そ して、 「私 は、稲荷 大 明神 で あ

る。 この山手 の森 かげ に祀 れ ば里 人 を幸 せ に守 ろ う。 」

と言 つた。 そ こで村 人た ち は、現在 の地 に祀 る よ うにな

った。長 い問保 久良神社 と共 に本庄 九 ケ村 (深 江 。青木

・ 森 。中野・ 田辺・ 小路 。北畑・ 津知・ 三条 )の 氏 神 で

ぁ ったが、明治 5(1872)年 に県 の命令 で森 。深 江 。青

木 の三ケ村 だ けが氏子 にな った。
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②  朱鳥 居 と道標 (森 南町 3丁 目 )

鳥居 …昭和 2(1927)年 に建 て られた もので 、高 さは 5

.8奇 。昭和 20(1945)年 5月 11日 の空 襲 で は、

米軍 に とって青木 にあ った川 西航 空機 甲南 製 作

所 (今 の新 明和工 業 )が 攻撃 目標 のひ とつ で あ

つた。 この こ とは 5月 5日 に撃 墜 され た B29の

飛行 士が持 つて いた航 空写真 か らす で に知 られ

て いた。 その写真 には11日 の川 西航 空爆 撃 計 画

の付近 の 目印 と して朱鳥居 が記 入 され て いた 。

道標 …朱鳥居 のす ぐ南 西 にあ る。「稲荷之社 従 是 三 町

」 の銘 が あ る。革 令紀 行 (江 戸 時代 の狂 歌 師 大

田南畝 =蜀 山人 が文化元 (1804)年 に長 崎 へ 長 崎

奉行支配勘 定役 と して赴 任す る際 の旅 行 記 )に

朱鳥居 と道標
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も「稲荷 之社 自是 三丁 」 とあ る。

①  琴 の橋 (本 山 中町 2丁 目)

ホ 山の 中野 の地 にか つ て、溝滝川 という細 い川 が あ つ

た 。西国街道 が この川 をわた る ところに大 きな石 で で き

た橋 があ つた 。大名行 列 が この橋 を渡 ろ う とす る と、橋

の下 か ら琴 を弾 く音 が聞 こえて きた。 また 、橋 の石 の裏

側 に は、和歌 が刻 まれて いる とい う人 も いた。 この橋 も

大正年間 の国道工事 の時 にな くな つた という。

①  山路城 (田 中町付近 )

御 影 にあ つた平野城 と同様 に、南 北朝時代 に築 か れ た

赤松 氏関係 の城 であ つた と思 われ る。『 摂 津志 』 に は 「

山路城  在 田中村  観応 年 間 赤松範 顕拠 此 」 とあ る。

現在 の地形 か ら城 跡 は うかが えな いが、池 ノ内・ 城 ノ前

・ 的場 な どの地名 が、城 のあ つた こ とを しのばせ て くれ

る。現在 の本 山 中学付近 が本丸で 、手水公 園が 二 の九 で

ぁ った といわれ て いる。な お、 ここは普段 の居 館 で 北 方

の五百 山 に“戦 時 の城 "が あ つた といわれ て いる。 山 が 開

発 された ときに、古井戸 と、甲 冑が見つか つた とい う。

①  旧本 山村 役場 跡 (岡 本 1丁 目)

現在 の東灘 図書 館 の場所 に、昭 和 2(1927)年 に完 成

した 旧ホ 山村役場 が あ つた。神 戸市合併後 は区役 所 の本

山 出張所 とな る。今 で は図書館 の前 に「 旧本 山村 役 場 跡

之碑 」が建 て られ て いる。

(望 月 浩 )
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【本山の現行町名】

☆ 甲南 町・ 甲南 台 (こ ぅなん ち ょう 。こうなん だ い )

昭 和 45(1970)年 6月 に、本 山町 田中 。野寄 の一 部 と

魚崎町横屋 の一部 が 甲南 町 1～ 5丁 目にな った 。

甲南 台 は、昭和 43(1968)年 5月 本 山町 中野 と森 の一

部 が新 しく開発 された ところ。開発業者 の命名 に よ るも

の といわれ て いる。

ともによ く六 甲山の南 という意 味 で使 われ て いる こ と

ばであ る。

六 甲山の南 は神 戸 の市街地すべ てが含 まれ るが 、東 灘

か ら芦屋 にか けて は甲南 の名 のつ く学校 が多 い。 岡本 に

甲南大学 、森 北町 に甲南女子大学 、声屋 市 に甲南 高校 が

ある。

甲南町 にな る前 の本 山町 田中には、平 田・ 町 ノ浦 。松

本・ 高 田・ 六 反 田・ 石 田な どが、野寄 には七 ッ塚・ 池 ノ

本 、魚崎町横屋 には、内 田 という小字 があ つた 。

☆ 岡本・ 西 岡本 (お か も と・ に しおか も と )

本 山町 岡本 、 田中、田辺 の一部 が、昭和 48(1973)年

6月 に岡本 1～ 9丁 目にな った。

西 岡本 は、昭和 54(1979)年 8月 に本 山町野寄 、 岡本

の一部 が 1～ 7丁 目とな った。
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岡本 は岡の下 という意 味 であ ろ う。ただ この あ た りは

すべ てその地形 に該 当す るので、 この岡本 の岡 は他 とち

が う何か特 別 なものが あ つた のか も しれ な い。

岡本 は昔 か ら、梅林 の名所 と して江 戸時代 の『 摂 津 名

所図会』な どにも描 かれ て いる。多 くの文人た ち が訪 れ

た ょ うであ る。兵庫 の俗話 に「梅 は岡本 、桜 は生 田、松

の よ いのが湊川 」 とうた われた。現在 で は、盛 時 の お も

か げ はな いが、保 久良山 に保 久良梅林 が昭和 50年 に植 樹

され 、昭和 56年 には、岡本 6丁 目に「梅林 公園」(岡 本 公

園 )が かつ ての梅林 を しのばせ るよ うにつ くられ た 。

岡本 1丁 目の字 マ ンパ イ とい う地名が あ つた 付 近 に 、

ヘ ボ ソ塚 という古墳時代前期 の前 方後 円墳 が あ つた 。 ヘ

ボ ソもマ ンパ イもその意 味 はわか らな いが 、マ ンパ イ =

万梅 という説 もあ る。

梅 だ けでな く、岡本 5丁 目には水上勉 の小説『 桜 守 』

のモデル にな つた笹部新 太 郎氏 の邸宅後 を公 園 に した 「

桜守公園 」 (岡 本南公 園 )も あ る。

岡本付近 には、釈迦 田・ サ イ ノ神

良寄・ 宝蔵・ 高井 な どの小字 が あ つ

☆ 田中町 (た なかち ょう )

田中の地 名 は江戸時代 につ け られたもので、 そ れ 以前

は庄 戸村 と呼 ばれ て いた 。 (本 山村誌 )

田中 とい う地 名 は、水 田の中 という意 味 の地 名 で 、 各

地 に多 く見 られ る。

・ 馬 田 。篠 久保 ・ 西

た。
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昭和 45(1970)年 6月 に本山町 田中、岡本 、野寄 の一

部が 田中町 1～ 5丁 目にな った。

『 摂津志 』 とい う江戸時代 の地誌 に「山路城  在 田 中

村  観応 年 間 赤松範 頼拠 此 」 とあ る。『 播 州 名 所 巡 覧

図絵 』 には「片町 よ り西 、山の方、 田の 中に跡 あ り。 此

所 、赤松 信濃 ノ判 官彦五郎則 実、籠 城 の跡 な り。 」 とあ

る。城主 の記載 が ちが うが 、南北朝時代 に摂津 は赤松 則

資 が守護 を して いたので、 この地 に赤松 氏 関係 の城 が存

在 して いた のだ ろ う。 この付近 にあ つた小字 の 的場 ・ 城

ノ前 な どか らもその存在 が うかが え られ る。

『 武庫郡 誌 』 には、 「鎌 田付近 は老松 鬱蒼 と して 、如

何 にも城跡 た るにふ さは しき所 た る を見れ ば、 或 ひ は前

説 の員 な るに非 ざるか」 と書 かれ てあ る。

旧本 山町 田中には、馬 田・ 高 田・平 田・石 田・ 鎌 田・

五 反 田・ 久保 田 。六 反 田な どの小字 が あ つたが 、 この地

名 か らも 田んぼが多か つた こ とが うかが ぇる。

☆森 北町・ 森南 町 (も りきた まち・ ―みな み まち )

昭和 47(1972)年 6月 に、 旧神 岡町 。東 ノ町 。天神 町

・ 村上町・ 山 田町 と西 ノ町・ 北 ノ町・坂下町 の各一 部 か

ら森 北町 にな り、 また 旧今北 。昭和通・ 丈土・ 古川 ・ 前

ノ町 と宮 川 の一 部 か ら森南 町 にな った。

森 という地名 は、森 北町 4丁 目にある稲荷神 社 の森 が

広 が つて いた (本 山村誌 )と い う説 と、『 和名 抄 』や『

摂 津志 』 にでて くる古代 の津守郷 とい う記述 か ら、住 吉

,,事
∬
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の津 (湊 )を 津守連祖 田裳 見宿称 が いた こ とか らつ け ら

れた という説 (武 庫郡 誌 )が あ る。だが、神社 そ の も の

を杜 =森 と呼 ん で いた とす る説 もあ るの で、 この地 域 で

は保 久良神社・ 本住吉神 社 とな らんで古 くか ら信 仰 の対

象 とされ て きた稲荷神社 を森 と呼 んで、 ここか らつ け ら

れた地名 か も知 れ な い。な お、稲荷神社 は社伝 に よ る と

霊亀 元 (715)年 の創建 だ といわれ て いる。

☆本 山町 岡本・ 野寄・ 田中・ 北畑 。中野・ 田辺・ 森

(も とや まち ょうおか も と 。の よ り 。た なか 。きた は

た 。なかの 。たなべ )

明治 22(1889)年 、町村制 の実施 と共 に「本 山村 」 と

称 した。神 戸市 と合併 して本 山町 にな つたの は、昭 和 25

(1950)年 にな つてか らであ る。本 山の名 の由来 は 、 田

辺・ 北畑・ 小路 。中野・森 の各村 が属 した。「本 庄 の庄 」

と田中 。岡本・ 野寄 の三 ケ村 が属 した 「山路 の庄 」 の頭

文字 を取 り命名 した とい う。 (『 武庫郡誌 』 )

野寄 は『 摂 陽郡談 』 には ノイ リ (野 入 り)と あ り、住

吉川沿 いに野 が入 り込 んだか ら名付 け られ た地 名 か 、 あ

る いは条里制 の遺構 とされ る蒐原郡 野 四里 によ る説 も あ

る。 (『 本 山村誌 』 )

北畑 は地形 (北 方の畑 )に よ つて付 け られた地 名 だ と

思 われ る。字 ザ クケ原 には『 延喜 式』 に載 る保 久 良神 社

があ る。鎌倉 時代 の建 長 2(1250)年 に改築 した とい う

記録 が あ り、本庄 九か村 の総鎮 守 と して信仰 され た 。 祭
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神 は初 め椎根 津彦命 だ つたが、後 に牛頭 天王 (素 轟 鳴 尊 )

祭 られたた め天王 さん と通称 され るよ うにな った 。社 地

周 辺 には、磐座信仰 の名残 と思 わ れ る巨石 が あ り古 い祭

祀 の跡 であ る。なお古来 か ら “灘 の一 つ火 "と 呼 ばれ る

常 夜灯 は社前 の突端 にあ り、沖行 く船 た ちの夜 の 目印 と

な って いた。

中野 は古 くは中 ノ村 と記 され てお り、 由来 は そ の位 置

か らきた もの と思 われ る。

田辺 は田園地帯 の小集落 であ つた ところか ら来 た地 名

で あろ うか。

☆本 山中町・ 本 山南 町 。本 山北 町 (も とや まな か まち

―みなみ まち・ ―きた まち )

昭和 46(1971)年 6月 、本 山町 中野・ 森 。小路・ 田辺

の各一部 が本 山中町 に、 中野・ 小路・ 北畑 ・ 田 中の 各 一

部 と本庄 町青木 。西青木 の各一部 とが本 山南町 にな った 。

本 山南町 は国道 2号 線 以北 。」R東海道本線 以 南 の 区域

にあた る。昭和 48(1973)年 6月 に は 」R以 北 の本 山町

森 。中野 。小路 。北畑・ 田辺 の各一 部 が本 山北 町 にな っ

た。

な お、今年 (平 成 2年 )本 山南町 8丁 目か ら、 区内 で

は 4口 日の銅鐸 が 26年 ぶ りに出上 した。 これ は 、高 さ約

21clnで 偏平鉦式 四 区袈裟欅文型 の銅鐸 であ る。 これ まで

は、 ほ とん ど山 中で、 しかも偶然 に発見 され て いた銅 鐸

であ るが、 この本 山銅鐸 は平地 で見つ か り、又 、 発掘 調

“

.和讃 イ
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査 の最 中に発見 され る というこれ まで とはやや 違 つた 出

上 の されかた であ った。 なぜ平地 に銅鐸 が埋 め られ て い

たのか とい う謎 は今後 の研究成果 に期待 した い。

(望 月 浩・望 月友二 )
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【
1950年 4月 1日 、

とがき】
旧五 ケ町村 の うち、御 影 町・ 住 吉

村・ 魚崎町 の三 ケ町村 が神 戸市 と合併 し東灘 区 が誕 生 し

た。 その年 の10月 10日 には残 る本庄・本 山の両 村 も合 併

し、東灘 区は現在 の区域 にな つた のであ る。従 つ て 、今

年 は東灘 区が発足 してち ようど40年 という時代 の節 目と

な る年 にあた り、 この よ うな時 に我 々の街 の歴 史 を振 り

返 り、よ りよい未来 を築 くための糧 とす る こ とは意 義 の

ある ことだ と思 われ る。

昨今 、東灘 区に限 らず 、我 々の身 の回 りの景 観 は刻 一

刻 と変化 し、それ とともに我 々の祖 先 の歴 史 の 足 跡 も近

代化 の中に埋 没 しよ う と して いる。 こう して失 わ れ よ う

と して いる歴 史 の足跡 を次 の世代 へ継承 して行 くの は我

々の責務 で あ り、本書 はその よ うな足跡 を時代 の節 日と

な る時 に今一度 見つ め直す意味 を込 めて ま とめ た も の で

あ る。なお 、本書 は三人 の共編著 であ るが 、略 史 は道 谷

が、史跡 は主 に望 月浩が 、町名 は三者が原案 を書 き 、 そ

れ らを三人 で討議 した。

末筆 なが ら、本書 の刊行 を勧 め て下 さつた神 戸深 江 生

活 文化史料館友 の会の小鳴悦廊 会長 に甚 大 な る謝 意 を表

す る次第 で あ る。

1990年 4月 1日

東灘 区発 足 40周 年 の 日に

道谷  卓・ 望 月 浩・ 望 月友 二
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